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資料紹介
後藤新平著 ｢学俗接近の生活｣
中 島 純
ここに紹介する ｢学俗接近の生活｣は,後藤新平 (1857-1929)の遺稿である｡後藤新
平は陸中国胆沢郡塩釜村 (現在の岩手県水沢市)出身で,その社会的出自は医師である｡
後藤は公衆衛生行政を専門とする技術官僚として内務省入りし,なみならぬ才覚で出世し
衛生局長のポストに登りつめる｡そして第4代台湾総督児玉源太郎にその行政的才腕を兄
いだされ,台湾総督府民政局長 ･長官 (1898)に起用され,後に満鉄初代総裁 (1906.ll
-08.7)となり,台湾,満鉄付属地での治績を評価され,国内政治の表舞台に登場していっ
た人物である｡｢科学的政治家｣(信夫清三郎)と評されるように(1)公衆衛生,社会政策,
植民地経営等の広い領野において,科学的調査主義に貫かれた国家プロジェクトを数々試
みたことから,今日なおその事績が多方面から評価されている｡
他方で後藤は,教育家としての発言や著作も多く,またその生涯においてさまざまな教
育 ･啓蒙活動を手がけてきた｡わたしはこれまで,｢教育家｣後藤新平の言説と事業に光
をあて,その歴史的意義について考察を試みる研究を行ってきた(2)0 ｢教育家｣後藤新平
の思想と行動は,台湾総督府,満鉄総裁時代といった植民地行政官時代にも見て取れるが,
国内政界に復帰してから,とくに大正期以降に顕著になる｡その例が,信濃木崎夏期大学
(1917年開設)であり,東京市長時代 (1920.12-23.4)に手がけた市民教育事業である｡
これらはいずれも成人を主たる対象に,後藤の持論である ｢学俗接近｣｢学俗一致｣をス
ローガンに実施された社会教育事業であり,ともに戦前日本の社会教育に先鞭をっける歴
史的意義をもつものであった(3)0
後藤の説く ｢学俗接近｣｢学俗一致｣とは,20世紀に入り著しい深化と分化をなし,急
速に発展していった近代科学知,学問知と国民大衆の日常的生活世界の融和,結合を期そ
うとするもので,いわば西洋文明に方向づけられた国民大衆の知的,文化的な底上げを意
味していた｡後藤は,植民地行政官としての経験から,従来の軍事力にかわる国民の広義
の生産活動をこそ日本の帝国主義的発展の原動力とみなし- 後藤はこれを ｢文装的武備｣
と呼んだ- その主体となる民力育成の方策と-して,｢学俗接近｣を高唱した｡後藤の
｢学俗接近｣についての言及は,その述作の随所に散見されるが,個別の主題としてまと
まった論考としては,管見の限りでは,この ｢学俗接近の生活｣と ｢学俗の調和｣(立石
駒吉編 『後藤新平論集』収載,東京堂,1911年)とがあるのみである｡後者が,わずかに
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5貢にも満たない短い文章であることを考えれば,本資料は,後藤の ｢学俗接近｣論につ
いて理解を深める上で好個の素材と言えよう｡
本資料は,水沢市立後藤新平記念館所蔵の ｢後藤新平文書｣に収録されているもので,
マイクロフィルム化 (全87リー ル)された分類番号でいうと,24-10｢自筆原稿類｣にお
さめられている｡原文は,銀座伊東屋製の400字詰原稿用紙に椿書体の肉筆で清書され,
計168枚に及んでいる｡出版を期してまとめられた完成原稿であることは,その整序され
た章構成と行き届いた推敵の跡からも明らかである｡ただし執筆された年月は未詳であり,
上梓されないままに遺された理由も定かではない｡ここでは同資料の紹介にあたって読み
やすさに配慮し,旧漢字は原則として新漢字に置き換えたが,仮名遣いはなるべくそのま
まとした｡主要と思われる事項名,人物名には,補注を付け添えることも考えたが,紙幅
の関係もあり省くことにした｡
なお,本資料に基づく後藤の ｢学俗接近｣論の分析,考察,とくに ｢文装的武備｣論と
関わらせての本格的検討については,他日の課題とさせていただきたい｡
(1) 信夫清三郎著 『後藤新平一一科学的政治家の生涯』博文館,1941,序1頁｡
(2) さしあたり中島純 ｢大正デモクラシー期後藤新平の社会教育思想｣『日本社会教育学会紀要J
No.27,1991年,および同 ｢評伝 r国民啓蒙家JI後藤新平(D～⑳｣『月刊東京J)1993.2-94.10を参
照のこと｡
(3)草創期の信濃木崎夏期大学事業に後藤が果たした役割については,中島純 ｢信濃木崎夏期大学
の思想と社会的基盤｣日本社会教育学会編 『高等教育と生涯学習』〔日本の社会教育第42集 〕,
東洋館出版社,1998年,後藤の東京市長時代の市民教育事業については,同 ｢後藤新平東京市政
下における教育改革 (上)｣『武蔵野短期大学研究紀要』第13韓,1999年,同 ｢後藤新平東京市政
下における社会教育事業｣『東京研究4』東信望,2000年7月,を参照されたい｡
後藤新平著 学俗接近の生活
序
吾等が一口に文明と呼び,或は文明生活と呼ぶところのものは,抑も何であるか,見や
るに依りてそは種々の解釈を容れ得べLと難も,大体に於て,人智の結晶たる学術が,吾
等の実生活に十分活用せられ,吸収せられ,それが醇化向上せられたる状態であるといふ
ことが出来やう｡
元来知識又は学術は,吾等の実生活を整理し,統御し,指導し改造せんとするの志向よ
り発生したもので,それが進歩すればする程,実生活も亦進歩し発展して複雑となり,隻
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富となり,人類の欲望を多々益々充足していくのである｡故に吾々の生活は,知識又は学
術によって常に光被せられ,明化せられて行かなければならない｡斯くて始めて知識又は
学術の使途は達せられ,実生活は順調なる発展を遂げるのである｡予が所謂学俗一致又は
学俗接近を唱ふる所以も,実に是の為に外ならない｡
今次の世界戦は,或は知識の戦争と言はれ,或は科学の戦争と呼ばれ,或は文化の戦争
と唱えられて居る｡それ程に其の戦争行為が知識,学術,又は文明の力によりて指導せら
れ,支配せられて居る｡殊に独逸の優勢が,主としてその燦欄たる学術の力に侯っところ
多きは,何人と難も看取し居る事実ではないか｡
併し独り戦争のみではない｡政治に於ても,産業に於ても,教育に於ても社会事業に於
いても日常生活に於ても,若し西洋が我が国よりも蓮に勝れて居るとするならば,それは
凡て其の発達せる知識と進歩せる学術とが,遺憾なく実際の上に活用せられて居る結果に
外ならない｡即ち予の所謂学俗一致又は学俗接近の理想が,充分に実現されて居る結果に
外ならない｡
翻って我が国の現状を観察するに,此の点に於て甚だ遺憾なきを得ない｡大にしては政
袷,産業,教育等の問題より,小にしては家庭生活,個人生活の末に至るまで,凡てが因
習旧踏に依り,凡智,常識に基いて処理せられ,而して甚だ学理的進取改造の努力に乏し
い｡凡ての施政凡ての活動が,余りに非科学的,非組織的である｡それにも係らず,学者
は超然世外に高踏して実社会を念とせず,世俗は漫然巷塵の間に義動して,強いて学者の
言に耳を掩い,前者は後者の知識を噸り,後者は前者の迂閥を噂い,斯くして両々互いに
相反目し,相排壊して居るの観がある｡かくては文化の独立などは勿論のこと,産業上の
独立の如きも,容易に其の実現を望み得ないではないか｡予之を患うること久しく,夙く
より学俗一致又は学俗接近の要を唱説して来た｡即ち立にその大意を述べて,江湖に示す
所以である｡
年 月 日
新平識す
第 1章 学問の起源
知識や文明に対する呪祖/学問の起源は人間の実際的要求にあり/カルデヤ人と天文学
/科学の女王/挨及人とナイル河氾濫/形而上学も亦実際的要求に始まる一希膿,イン
ド,支那/学問の本質/常識と科学/実際的要求は学問の母
クルツール
吾々が一口に文化と称するところのもの,即ち学問とか宗教とか芸術とかいうやうなも
のは,一体何の為に起って来たものであらうか｡斯ういふ厄介な小面倒なものを人間が作
り出きなかったならば,今日吾々の生活はもつと簡単に純朴に平和に,そして幸福に行け
たであらうものを｡斯く嘆く者は,必ずしも独り無為の閑人や世捨て人のみにはかぎらな
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い｡現代の複雑にして煩墳なる生活渦中に血を流して汗を絞って居る人々に依って々洩ら
さるる嘆声である｡支那の荘子が ｢大義廃れて仁義あり｣と叫び,且っ人間が聖賢の教へ
に依って,善悪邪正を弁ふるに至った事が抑々その堕落の始めであるとして,人間の無識
無為の自然生活に還ることを要求したり,仏蘭西のルーソーが知識又は文明なるものが吾々
の純真なる自然性を傷けて,俗悪不純なる堕落の深淵に誘ひ落したのであると考へて ｢須
らく自然に還れ｣と叫んだのも,畢責一味同調の考へ方である｡其の他凡そ思想家とか芸
術家とかいふもので,悪の点らに自然生活の憧憶に即して文明生活の呪祖を放って居ない
ものは極めて稀である｡然らばこんなに嫌はれ勝ちな所謂文明- 特に知識とか学問とか
いふものは,一体何の為に人間社会に発生して来たのであらうか｡
学問 (宗教でも芸術でも政治でも皆同じ事だが,こ々では専ら学問に就いて語る｡)の
起りといふものは,決して天から突然学者や哲人が降って来て教へこんだのでもなければ,
いたづらもの
或は物好きな悪戯漢があって,勝手に細工したのでもない｡それが好くとも悪くとも,矢
張り人間其れ自らの実際的要求が自然に産み出したのである｡換言すれば人間が実際生活
上それを必要としたから起って来たのである｡仮例ば医学は人間に病巣といふものがあっ
て,それを除く方法がなければ､人間は一日も安んじて生活することができないから起っ
て来たのである｡支那太古の神農氏が自ら草の根を嘗めて万民医療の為に医薬の研究をやっ
た｡これ即ち支那に於ける医学,又は薬物学の濫腸である｡天文,数理,物理,法理,其
の他一切の科学,哲学,執れも皆同轍である｡今学問の起りを歴史上の事実に就いて少し
く査べて見やう｡
古代に於て諸学問の一番発達して居た民族はカルディア民族即ちバビロニア人,ナイル
民族即ち填及人,北部印度民族即ち欧州学者の所謂チュートン民族等である｡
今日歴史家の説く所に従ふと,右三者の中でカルディア民族は代数学,幾何学の点では
壌及人と同一地平線上にあったし,天文学に於ては凡てを凌いで最高の発達を遂げて居た
と言ほれて居る｡さて此のバビロンでは,今より四千四百年前に既に政府の物品の長短軽
重,及び容積の標準を規定して一般人民に示して居る｡即ち欧州の或学者は立に常識と実
業上の知識とが両立し,且つ一定の単位標準といふものが必要になって来た兆候を認める
といって居る｡
そればかりでなく,バビロンでは早く天文学が異常の発達を遂げた｡そしてそれはユー
フラテス,チグリー ス河畔の一年生植物に関係して居ると言われて居るが,つまり当時の
人民が,その一年生植物を栽培し港概するために頗る農業が発達し,農業が発達するに従っ
て季節と天文とに関する知識が益々必要となって,その必要が斯学の発達を促した訳であ
る｡それにバビロンの地は地域聞達､大気晶明,人々の必要に応じて種々の天文的実験に
対し多大の便宜を与へたのであった｡而して天文学の発達は更に暦学,代数学,幾何学の
発達を促すに至った｡これが為に,西洋の歴史家は天文学を以て科学の女王と叫んで居る｡
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更に吾々はナイル民族即ち挨及人の間に,土地測量学や幾何学の発達した歴史を見るに
及んで,一層適切な学問の発達が実際上の必要から起って来たことを知ることが出来る｡
同時に又それに依って一見甚だ空遠と見えるところの,所謂抽象科学が実は悉く日常生活
の必要から起って来て居ることをも充分に知る事が出来る｡
彼の歴史の父と呼ぼるるへロドタスの言ったやうに,填及の歴史はナイル河の賜物であ
る｡ナイル河の周期的氾濫は,人々の所有する土地の境界線を常に破壊してその限界を分
からなくした｡その結果人々がやがて自分等の所有地を決定する場合に境界争ひが出来て
困った｡でその困難を救う為には,是非共土地測量に関する公式やそれに付随した研究で
なければならなかった｡そして土地測量学に即して幾何学の発達したのは,理の自然であ
る｡其の他之に伴ふ諸科学即ち暦学,天文学,物理学の発達といふやうなものの発達も,
亦悉く彼等填及人の日常生活の必要に迫られてのことであった｡即ち日常生活に関する知
識を統一し整理して其の所に一定の理法を求め,知識を立てることは填及人の実際生活上
の便宜から言って必要欠くべからざるものであったのである｡
填及人の生活が,ナイル河の周期的氾濫を土台として居ったが為に,彼等の間には自然
亦周期的観念が深く生じて来た｡挨及人は輪廻思想が起り,死屍保存の研究が行はれ,其
の結果として壮大なる土木建築業が起り,又其の土木事業に伴ふ諸種の科学が発達しi=の
ち,之れ又実際的必然の結果であるといふことが出来る｡
以上は専ら科学的方面に就いて語ったが,哲学倫理等の所謂形而上学も又同様である｡
基菅は ｢人はパンのみにて生くる事能はず｣といったが,実際吾々は衣食住の満足丈では
安んじて生活することが出来ない.我等は一体何んであるか,何処から来て何処へ行くも
のであるか,我等を抱擁し我等を覆載して居るところの森羅万象は抑々これ何ものである
か,自然界と人間界との関係如何｡凡そ此等の問題は意識的に又無意識的に,時に明確に
時に漠然と我等の胸を襲ふて来る｡何となく其等の問題が分らない為に,一種の不要を覚
える｡充分に安心して生活して居られないやうな気がする｡殊に古代人の素朴な頭に最も
不安と恐怖心とを感じしめたものは死の事実である｡きのふまでもけふまでも,いとし可
愛いで居た妻や子が,夜半の嵐一度吹いて忽ち水のやうな冷いものとなってしまふ｡これ
あき
人間にとっては容易に明らめのつかぬ絶大の悲痛である｡抑々死とは何ぞ,何者の課する
ところぞ,其の意義如何｡斯うした疑問から宗教や形而上学が起って来る｡希臓哲学も印 二
度哲学も皆義から始まったので,其等は決して道楽半分の遊戯から生じたのではない｡切
実なる人間生活の要求を土台として起って来たのである｡支那の道学も亦同じで,治国平
天下の実際的必要がその発達を促がしたのであった｡故に,孔,孟,老,荘等が生れて盛
んに天道を説き,人倫を教へた時代は支那の最も乱世たる春秋時代であった｡韓非子や南
子の刑法哲学,孫子や呉子の兵学等に至っては,国より実際と離れては全然考へる事が出
来ない｡
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籾て以上の予備を以て,予は更めて学問なるものの本質を略説Lやう｡
人間といふものが若し或時期或事実を経験する場合に,若し其の経験が其の時期其の場
合だけで意識の表面から消え去って了ふものであるとしたならば,何んな現象が起るか,
換言すれば,人間の経験が一時一事でそれが何んの記憶も残らぬといふやうなものであっ
たならば,何うであるか｡その結果は何物についても一切知識といふものが起らず,常に
接するところのもの皆其の度毎に始めての経験である｡始めての経験にして然かも終りの
経験である｡一生の内に馬なら馬といふものを百回見ても千回見ても,いっも始めて見る
と同じ事になるから,馬とは何んなものといふ事の知識は全然出来る筈がない｡斯ういふ
事なれば吾々はいっも突然この地上に天から降って来た人間の如く,此の世のものについ
て寸毒の知識も持たないから,何を悪して好いやら少しも見当が付かない｡従って餓えて
も食ふ事も出来なければ,寒くとも着る事も分らないといふ訳で,結局生存が出来ない事
になる｡
ところが幸いにして人間は (動物でも程度の差こそあれ同様｡)或時期或事実を経験す
ると,それを記憶に止めて置いて他の場合の経験の基礎又は予備とし,そして幾度も同一
事を経験する事に依ってそれに対する統一せる知識を得る事が出来る｡同時に又同種の経
験と異種の経験とを比較して相互の差別点及び共通点を識別し,それを一つの組織ある観
念系列 (知識とは元来このものを指すのである)とする事が出来る｡かく個々の経験を統
一し又は整理して矛盾のないものとすることに依って,吾々の生活を安全にし幸福にする
ことが出来るのである｡
従って当然の結論として,最もよく統一され整理されたる知識が,最もよく人類の生活
を安全にし幸福にすると言ふ事が出来る｡
吾々が日常の経験を積み重ねて自然に出来上がったところの知識を常識と名づける｡普
通吾々の生活は常識を以って導かれて居る｡併し常識なるものは,経験の統一又は整理の
充分に行き届いて居ないから,矛盾に富んで居る｡故に此れ丈けに信頼して居たのでは不
安心であり危険である｡それに常識なるものは人々の経験の範囲を出､でないから,広くこ
れを応用することが出来ない｡-村の村長としての経験を以て,一国の宰相の仕事は出来
ないやうなものである｡
そこでどうしても,もっと確実な統一をやり整理を行って,そこから万古普遍の原理又
は法則を発見し,それに依って常に新たなる経験を確実に統理して行くと同時に,未だ経
験せざるところのものに対しても明確な判断を下し又は予断を為し得るやうな工夫を用い
なければならない｡此の工夫即ち之れ学術である｡故に学問とは常識を更に確実に統理し
たものである｡そして何の為にその必要があったかと言へば,要するに吾々の実生活を最
も安全に最も幸福に最も有効に指導する為めである｡約言すれば生活を幸福ならしむべき
聡明を得る為めである｡更に之れを別方面から言へば,自然と人生とを支配して居る理法
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を明らめて,それを最も好く順応する方法を獲得する為めであると言ふことも出来る｡
学問の本質が果たして上述の如きものとすれば,それが外見上如何に迂遠な実生活と没
交渉なものと見えやうとも,実は決して吾々の実際的要求と離れたものではない｡否実際
的要求こそ実に学問其の物の母なのである｡
第2章 学俗の離隔
学俗離隔の事実/学者と俗人,学説と実際/学俗離隔の理由/文化史的理由/心理的理
由/社会的理由
前章の説明に依って学問は吾々の実際的要求から生み出されたものである事を知ったが,
それにも係らず今日学問と実際,学徒と実行家との問に隔ての範が築かれて居るのは何故
であるか｡斯ういふ疑問がやがて起って来るだろう｡
世間の実情に就いて看るに,学者の生活と俗人の生活とが頗る懸絶して居るやうに,世
間の説くところと実際生活とも亦頗る離隔して居る｡世人はよく気象学者の言ふ事が当て
にならんとか,医者の言ふ事が当てにならんとか農学者の言ふ事が当てにならんとか言ふ｡
又所謂テーブル論で実際事件を処理することは出来ないといって,学者の説を軽蔑する｡
そして此等の非難は,或程度迄は事実上の根拠を有って居る｡政治学者必ずしも政治家た
り得ない,道学者敢て道徳家でもなければ,よき教育学者必ずしもよき教育家でもない｡
のみならず学者自らがその攻究科目に即して,それに対応する実際事実に多くの興味を有っ
て居るとは限らない｡農学の研究者必ずしも自ら百姓を好むものでもなければ,経済学の
研究者敢て稼殖の業に掌はる事を望むものでもない｡その研究主題が如何に実際に深関係
にあるものであっても,その研究者自らは多くの場合書斎裡の-学究である｡彼等の世界
は俗人の世界と頗る趣を異にし,二者の間には其の気質に於て生活様式に於て,兎角相容
れないところがある｡ニュートンが卵子を煤でやうとして時計を煮て了ったり,カーライ
ルがヴィクトリア女王の前で知らずに杯洗の水を飲んだりしたなども,好く学者気質を暴
露して居るが,兎に角俗人から見ると甚だ実生活上の訓練を経てないところがある｡
学問其の物の上から言っても,ニュートンの引力説が吾々の生活と実際何程の関係があ
るか｡ダーヰンが進化論を唱へても唱へなくとも,俗人の生活は別段の影響がありそうに
もない｡ラディウムの発見が一般世人に何れ程の功徳になったかも,亦甚だ疑問である｡
斯様な訳で,見様では学者の学者の研究もは4Jの道楽に過ぎないもので,その所説も大方
は寝言位ゐにしか受け取れないかも知れぬ｡
然らは何故に学問と実際とは斯様な隔絶を来たしたのであるか｡それには種々雑多な理
由があるが,予は大体之れを文化史的,心理的,社会的の三つに分けて説明しやう｡
(1) 文化史的理由
学問も発生当時に於ては殆んど常識と余り異ならぬ程単純で粗雑で,従って又俗耳にも
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入り容いものであったが,それが段々に発達して来るに従って,頗る複雑な精純なものと
なって専門家でないと容易に分らないやうなものになった｡学問の特質の一つは抽象的と
いう点にあるのだが,抽象的になればなる程感覚的要素が剥落して行って理智的に傾くか
ら,常人の見るところ聴くところ其侭とは全て似たところのないものとなる｡普通は眼で
見,耳で聞いて居れば頗る平明卑近と思はれる茶飯事でも,之れを学者に説明させると大
変な難しいものとなる｡何もそれ程難しく言はなくも分りさうなものと俗人は恩ふが,併
し説明といふものは根本原理に迄潮らねばならんのだから,さう簡単な訳には行かない｡
斯様な訳けで学問が進歩して抽象的に複雑になって行けば行く程､自然俗人の理解に入り
難いものとなるから,そこから学俗の離隔が生じて来る｡
次に学問が発達して複雑になると,それは到底人々の片手間仕事,道楽半分の仕事たる
を許さなくなる｡人文の発達に伴い万事が分業的専業的に傾いて来るが,学問も亦同じ事
で,之れが発達すると専門的の仕事になって来る｡学問は元来生活統一,環境処理の要求
から起って来たものではあるが,併し其の研究者自身はそんな事にお構ひなく,一生を研
究そのものの為に捧げる事になる｡それが学者の使命で,彼等は要するに学問其の物の研
究を深めて,其の発達を計りさへすればいいといふ事になる｡殊に学問そのものが益々発
達し分化して行くと,一人の学者の仕事はほんの学問の-少部分丈の範囲に止まり,其の
範囲では非常な卓越者だが夫れ以外の点では三才の童児にも均しく毒も知るところがない
といふ有様になって,表面的には彼の仕事は何等実社会と関係なければ又専攻以外の学問
とも関係がないやうになる｡一般俗人は彼れが抑々何をして居るのかを知らないし,彼れ
も亦一般世間が何う動いて居るのかを知らない｡かくて両者の間には一向に何等の交渉も
認められないやうになる｡そして両者の此の疎隔は文化が発達すればする程,著しくなっ
て行く傾向がある｡之れ今日学俗離隔を見る所以である｡
(2)心理的理由
これは文化的理由の中で巳に言及した事だが,学者其れ自らの心持に於いて当初は実際
上の必要の為めといぶ事を念頭に置いたのが,学問が専門的になるに従って,遂には只学
問に対する知的興味丈で動くやうになり,従って又実際を顧慮する事がなくなり自然俗世
間を遠ざけて行く事を指すのである｡
金銭といふものは人の目的を達成する,ほんの手段的のものに過ぎない｡金銭其の物は
本来何等の価値もない｡只それが吾々の生活上q)必要物を購ひ,或は必要な施設を行ふ方
便となるといふ意味に於て,精々第三義第四義的価値を有するに過ぎない｡が併しそれが
吾々の生活目的を達成する上に殆ど欠くべからざる一つの条件物である為めに,人々は先
づ之れを獲る為めに努力し狂奔する｡そして此れが久しい習慣となる中に本来の目的をそっ
ち除けにして,手段的なる金銭其の物を最後の目的視する傾向を生じて来る｡所謂守銭奴
なる者に於ては金銭は決して使用すべきものではなく,それ自身が絶対終局価値であり目
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的である｡これは一種の錯誤的心理作用である｡然かも極めて自然な心理作用である｡
学問の場合に於ては,これと全然意義を異にして居るが,只同様の心理作用の働く事は
事実で,初め手段的,方便的に観じられて居たものが,やがてはそれ自身終局の目的化さ
れて学者は只純粋な知的興味丈けで学問に携はる事になる｡換言すれば学問の為めに学問
フイロス,ソフィア
をする事になる｡プラトー 流に言へば知 識に対する愛の為めに学問をする事になる｡故
に学者の念頭は直接実生活が目的でなくなり,従って実生活を閉却して了ふ傾きがある｡
此の点に於て,俗人の生活と学者の生活との間には一筋の溝渠が穿たれる｡学俗離隔は此
の点からも起って来る｡
付記 知識といふものは元来手段的のものとして見らるべきか,其れ自身目的として考へらるべきものかは,
頗る問題である｡英米流のプラグマチストや功利主義者はこれを手段的に見るし,独乙流の理想主義者は此れを
目的に見る｡兎に角人生の終局目的が,真,善,美であるとすれば,真に対応する知識は之れを直ちに目的と見
られる｡併し斯ういふ議論は暫く哲学者の思索に委せて置いて,ここでは只初めに実際的要求から生じて来た学
問が､やがて其れ自身目的として考へられるやうに傾いて行ったといふ事実丈を,記憶して置けばよい｡
(3) 社会的理由
一般世人の日常生活は至って単純なもので,普通の生活経験に基いて意識的に処理して
い丈けで別段さう不便を感じない｡それどころではなく極く普通の場合に於ては,却って
常識の方が勝を制することがある｡近世的の大工場を経営するとか大農場を経営するとか
いふ場合は特別として,尋常一様の生活に於てはなまじ学問などに依るよりも,経験的知
識又は常識で行く方が一層安全で一層有効である｡よく無智な人間の方が仕事をするとか,
馬鹿な人間の方が金を溜めるとかいふが,或程度まで之は真理である｡尤もこれには種々
の理由があって,仮例ば少し頭のあるものまでは恥ぢてやれない事や悪いと思って出来な
い事でも､無智なものは平気でやるといふやうな事情にも依るのだが,一面から言へば学
問の理屈などは下手に囚はれずに,慣熟した常識智,経験智を自由に働かして行く方が,
卑近な生活はより相応しいといふ理由に基くのである｡
斯ふいう事情なら俗人は余り学識を必要としない｡学智を重んじない,学智を顧みない｡
従って学問といふものに遠ざかり,学者といふものに遠ざかる｡
挟て学者の方からいふと彼等は学問の為に学問をして居る人であるから,普通人と大分
生活の目的を異にして居る｡従って普通人の生活に余り用事がないし,又普通人の生活を
蔑視する｡のみならず彼等の仕事は元来思索的,精神的のものであるから,俗事に煩はさ
れる事は大の禁物である｡実生活はな煩雑な騒々しいものである｡学究生活は閑寂な純正
な,静思的なものである｡二者は其の様式に於て怒らしても相容れない｡従って学者は自
分等の生活を一層有効にしその目的を一層よく成就する為めに,成る可く俗生活を回避し
やうとする｡学者が実生活に対して取る回避的態度は自己擁護の為めに必要な手段である｡
斯ういふ訳けで俗人は学問から遠ざかり学者から遠ざかる｡つまり双方互ひに反対の方
向に離れて行く,こ かゝら.して当然学俗の離隔が生ずるのである.
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第3章 学問と実生活との交渉
人文史的,人文地理的瞥見/学問と実際的背景/古代希膿人の生活と学芸/羅馬人の気
風と学問/英,栄,独,仏の国民性と学風/印度及支那と其の教学/日本民族と学術/
実際と学問とは不可難的関係を有す
前章叙述の如く現今に於ては学問と実際生活,学者と俗人の間に非常の離隔を生C,殆
んど没交渉であるかの如く見倣さるるに至った｡然らば学問と実際生活とは単にその起源
時代にのみ関係があって,それが発達すると同時に最早関係が無くなったのであるか｡断
じて左様の事はない｡予は先づ順序として人文的に又人文地理的に,学問と実際との交渉
の事実に一瞥を与へやうと思う｡
学問が実際生活と無交渉に単独の発展を遂げるものでないといふ証拠に,学問には常に
実際的背景が伴って居る｡歴史的に言へば,時代相といふものがその背景となって居り,
地理的に言へば国家又は民族的要求が背景となって居る｡同時に又学問は単に背景に対応
し適順する許りではなく,背景其の物を改造し変化する｡換言すれば時代の趨勢を変更し
或は国家や民族の生活を改造する｡要するに二者は交互に相影響し,相変化する相互作用
を有って居る｡之れ取りも直さず,学問と実際生活とが,不可離的関係を保って居る事の
証拠である｡今この関係を,事実に就いて略述Lやう｡
右の希膿人は気候風土の最も優れた土地に住み,且つ三面海を回らして何処とも自由に
貿易の出来る地位に立って居た｡だから産業商業凡て発達し充分に富む事も出来た｡のみ
ならず海を隔てて填及,ヤフイニシャ,更に遠く亜刺比亜,バビロン,印度等の諸文明国
(当時の)を控へ,当時の総有る文明を摂取し,或は経験する事が出来た｡彼等の望みは,
殆ど達せられないものがない程の幸福を担って居た｡彼等は祝福されたる国民であった｡
従って彼等は充分に現世を楽しむ事が出来,又現世に希望を持っ事が出来た｡故に彼等
には暗い影もなければ,偏屈なところもない｡極めて快活で元気で現世的で,然も貴族的
で上品である｡それに伴って彼等の間には現世的で快活で然かも優美で高尚な学問が発生
した｡希臓哲学は即ちそれであって,一方には美学,一方には教学の発達して万家の調和,
均整語調を説いた｡同時に又彼等の現世的物質的興味に即して自然科学が発達し,或は万
家の起源を説き,或は物体の本質を説き,或は人体の構造や動植物の性質などを説いた｡
皆之れ彼等の実生活に即したものであった｡其の他彼等の間に非常な発達を遂げた所の政
治学でも,雄弁術でも論理学でも修辞学でも音楽でも,皆彼等の実生活に相応しいもので
あった｡何れも彼等の実生活上の必要が生み出したものであった｡そして猶興味深い事は
彼の国民が其の勢力を失ふと同じに,彼等の快活中正な調和的な哲学が,漸く偏頗な或は
非現世的なものとなった事である｡多分の厭世気分を帯びたェピキュリアニズムや矢鱈に
禁欲的なストイシズムや,神秘的宗教的なネオプラトニズム等がそれである｡同時に科学
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的方面は萎磨振るはざる状態に陥った｡
更に之れを羅馬人に就いて見るに彼等は極めて実際主義の国民であったから,哲学の如
き高尚な学問は殆んど発達しなかった｡彼等は実行を重んじた｡故に彼等の間にはストイ
シズムの如き厳粛な意志的な,道徳哲学が重んじられた｡又彼等は国家主義,帝国主義,
侵略主義の国民であったから,政治学とか法理学とか,雄弁術とか兵学とかいふものが発
達した｡そしてそれ等の学風が凡て国民の気風によって彩られて居た0
英国人も亦極めて実際を重んずる国民である｡換言すれば経験主義常識主義の国民であ
る｡故に英国の学風は経験主義常識主義を以て貫かれ,従って又自然科学,道徳学,政治
学,経防学,功利主義といふやうなものが大に発達した｡米国亦然りである｡然るに独乙
になるとその趣を大に異にし,彼等は元来理想主義乃至理性主義の国民である｡単なる経
験の世界や常識だけでは,満足の出来ない国民である｡凡てを根本的に総合的に思索的に,
従って又哲学的に究め尽さねば承知の出来ない国民である｡故に彼等の間には,真の意味
に於ける哲学が非常に発達した｡科学にしても,彼等の科学は哲学的色彩を濃厚に帯びて
居る｡へッケルとがオストワルドなどは,哲学的科学者又は科学的哲学者と言ってい ｡ゝ
仏蘭西人は元来二重性格の国民で,頗る矛盾に富んで居る丈けに,一方は極めて実験的
実証的なところがあり乍ら,然かも他方には甚だ神秘的,直覚的乃至芸術的なところがあ
る｡デカルトの二元論哲学を始め､パスカル,ベーメ,コント(初めは極端な実証主義で
行き乍ら遂には人類教など言って妙に宗教的に傾いて居る｡)近くはベルグソン,ポアン
カレーなどの諸学者に就いて観察するならば,よくその国民的特色が窺はれやう｡
猶印度人の実生活と印度の教学,支那人の実生活と支那学の特色等を対照して見れば,
更に著るしく二者の不可離的関係を探ることが出来る｡
酷熱と猛獣と大蛇とに攻められっっ,然かも衣食も不自由なく実生活上の心配の少なかっ
た古代印度人は,自然の趨勢として厭世的な喋想生活,思索生活に向った｡彼等は彼等の
余裕を愉快に楽しむには,余りに不幸な自然を有して居た.彼等は衣食のJL酒己こそはなかっ
たが併し自然の無情を恨まぬ訳には行かなかった｡ここからして彼等の院憩的な,主観的
な,厭世的な解脱哲学が生み出された｡彼等は現世に望みを断って,超越的な貞如の月に
心の平安を得やうとした｡印度哲学は要するに彼等の最後の望みたる,解脱的要求を満た
す機関として生れ出たものであった｡
支那になると印度とは甚だ趣を異にしその自然から言っても,人々身を労せずしては衣
食することが出来なかったと同時に,其の他の点に於ては印度に於けるやうな自然の迫害
はなかった｡彼等は印度人のやうに暢気に隈想に耽ってる暇がなかった｡同時に又自己の
内部に安息境を求めずには居られない程,彼等の自然は冷酷な又は畏怖すべきものではな
かった｡彼等はよく働きさへすればそれでよかった｡かくて彼等は最も実際的気分に富ん
だ国民となり,同時に彼等の文化も亦実際的の風格を帯ぶるものとなった｡
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彼等の民族精神から咲き出でた正統の花は儒教であった｡そして儒教の根本精神は孔子
の思想で,孔子の思想はこれ治国平天下の道,同時に最も常識的な実践倫理的なものであ
る｡だから西洋人は孔子の教へを以てコンモンセンス, ドクトリン (常識教学)と呼んで
居る｡孔子の思想には未来に関する思想,解脱的思想乃至神秘的思想は少しもない｡老子
などは最も超越して居るにも係らず,要するに彼れの太極と呼び無極と呼び,無名と呼ぶ
所のものも実は物質のまだ個体を成さざる原子,又は元原子の状態を指すのに過ぎない｡
即ち唯物論である｡のみならず彼れは彼れの様式を以て道徳を説き,平天下の道を説くの
が目的で,決して純粋究理的興味に駆られて哲学を説き,天地の真実義を説こうとした訳
ではない｡老子にして巳に然り,他は推して知るべきである｡
更に日本の歴史に就いて見るに,日本は支那の学術制度を取り入れ更に支那朝鮮を通し
て印度の思想文化を取り入れたが,夫れ等のものも決して長く其の侭の状態で用ゐられな
かった｡凡て日本民族の実際的要求に依て変更せられ改造せられた｡仏教の厭世思想でさ
へも,現世的な日本民族の手に移っては道楽半分の詩的な,そして甘い厭世思想と化した｡
失意せる公達上勝の遺悶の具となり,或は失意の宮人の慰安の具となった｡然らざれば涙
脆き詩人の落花流水に,松韻波声に,訳もなく覚ゆる悲哀の情を色づける唯一の装飾的思
想となった｡次ぎに剛健と,死を軽んずる思想との,最も必要であった鎌倉時代,即ち武
家時代に豪壮なそして死を庇とも恩はぬ禅の思想が栄え,組織的,政治的,産業的であっ
た徳川時代の最もそれに適当した儒教が重んぜられたといふやうな事実は,執れも皆国民
の実際的要求が,思想文教に如何なる影響を与へたかを力強く示すものである｡
其の他十字軍の戦争が中世期の文教に斎した影響,大陸発見乃至大陸探検が近世文明に
及ぼした影響,宗教改革が近代思想の最も有力な原動力となった事実,或は近世産業の発
達と科学の進歩との不可分的関係等,執れとして実際と学問との深交渉を語らざるものは
ない｡
之れを要するに学術は実際的刺激に依って誘導せられ,実際生活は学術の刺激に依って
変改せられる｡二者は決して個々独立の存在として,無交渉に発展するものではないので
ある｡
第4章 文明生活の意義と俗人の識見
文明の魅力/文明生活とは何ぞ/自然生活と人文生活/受動的に自然に制せらるる生活
自然生活に於ける自然観/人文生活の特色/自然利用/人文生活に於ける自然観/文明
生活の意義/自然解釈と学問/学問と文明生活/学問の力/学者と実行家/俗人の俗見
/文明は畢責学問の賜物
今日如何に文明を罪悪祝し堕落祝し頼廃祝して是れを呪訳し攻撃するものと難も,然か
も衷心から世の復古逆転を希ふものはない｡現在の制度を封建制度に,憲法政治を専制政
一62-
(ママ)
治に,学校教育を寺小屋教育に,工場工業を家内手工に,汽車を寵に,汽船を帆船に,郵
便を飛脚に退化せしめて迄も,猶昔の未開生活に復帰したいと希ふ事は,白頭半死の老翁
と難も猶敢てせざるところであらう｡現代文明には確かに幾多の欠陥がある｡是れに反抗
するものは往々にして復古思想を叫ぶのであるが,併し東京に住む者が一面都会生活の悪
口を言い乍ら猶いざとなると田舎生活に還る決心がないやうに,昔時の生活其の侭に還る
事を心から望むものはない｡人々は都会へと集住する｡都会へと集住する心は即ち文明生
活を求むる心である｡より文明を求むる心は膿て人々を駆って,都会へ都会へと追ひ込む
のである｡而して之れ現代に於ける共通の事実である｡
然らば現代人に対して斯くも絶大なる魅力を有する,所謂文明生活とは抑も何であるか｡
予は第1章に於ても既に言った事であるが,人間は自己の生活を安全に又幸福に指導し
保障する為めに,遠界の統一を求め整理を計らうとする｡然し此の欲求の極めて強烈に働
くものと然らざるものとがある｡此の欲求の強烈に働くものの態度は受動的となる｡自然
界に対して能動的で自然に制せられずして自然を制するもの之れを人文生活と言ひ,自然
界に対して受動的で自然を制せずして却って自然に制せらるるもの之れを自然生活と呼ぶ｡
自然生活に於ては人類は水土草木と同様,只自然界の一部分として存在するに過ぎない｡
彼等は只自然の与ふるものを取り自然の与へざるものは取らず,徒らに自然の強迫を怖れ
その暴威に委かせて何等為すことを知らない｡そして彼等は只本能の命ずるところに従っ
て,恵々然として何等の変化もなき単調の生涯を終るのみである｡彼等は何等生涯に備へ
るの用意もなければ生活改善の努力もなく,一重に自然的欲望の起伏に委せて眼前の飽満
と逸楽とを求むるのみ｡故に彼等の生活は常に不安である｡常に強迫されて居る｡
そして此の不安此の恐怖に対しては極めて幼稚なる自然崇拝の宗教がある許りである｡
彼等の自然界解釈,自然界統一の道は只此の自然的宗教あるのみである｡即ち彼等にとり
ては山も川も木も石も,雷雲も怒涛も星宿も天空も,動物も吹く風も降る雨も,悉く皆隠
れたる一種の神秘力の現はれである.そして其の神秘力は要するに自分等と同様な意志を
持ち,感情を有する一個の生物であると考へる｡所謂擬人的解釈である｡
立に於ての彼等の自然界制御の道,自然界利用の道は,只祈祷に依りてそれ等の威力あ
る生物,即ち神々の御機嫌をとる事である｡神の心に絶対服従を為す事である｡或は舞踏,
或は呪文,或は頒徳或は供物,或は犠牲等の手段によりて一向専心神々の心を喜ばせると こ
いふ事の他に,彼等は幸福増進の為めに何等の積極的方法も知らない｡即ち彼等は全然自
然界の奴隷である｡
(ママ)
併し乍ら斯の如き方法では只彼等の気安となるだけで丈けで,依然として横暴なる自然
の意のままになる外ない｡真に自然を支配し自然を制御して自分等の生活をより安全に,
より幸福を導いて行く事が出来ない｡
そこで人類が少しく発達して来ると,今度は只自然を怖れ自然の暴威に低頭平身して居
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ることの代りに,自ら進んで自然界を統御し支配し利用しやうとする積極的能動的の態皮
をとるやうになる｡彼等は只河水の氾濫を傍観して居ない｡河水其の物の性質を考へ,究
めて,これに応ずる適当の方策を考へる｡彼等は只暴風の荒れ狂ふを傍観して居ない｡暴
風の性質を攻究して出来得る丈けその被害を受けないやうな手段を考へる｡彼等は自己の
食物を自然の与へるままに受けて満足して居ない｡自然力を利用して積極的に食物獲得の
手段を講ずる｡或は溝渠を穿ち或は堤防を築き,以て彼等の生活に出来得る丈け好適な状
態に万事を整理し改造する｡斯の如く積極的能動的に自然を制御し行く生活,之れを人文
生活と名づける｡
人文生活に於ては,人々は自然を以って絶対に左右し得ざるものとは考へて居ない｡自
然を以て不合理にして乱暴なる神意の練縦の下にあるものと考へない｡それを以って一定
の法則に支配せらるる合理的統一的の存在と考へる｡そして飽く迄その理法を研究し真相
を押し究めて,依って以って此れを自由に統御し支配するの道を講ずる｡
斯く自然の理法を明らめて合理的に自然を利用する生活,これが真の意味に於ける人間
生活の特色で,所謂文化とは此の道程を指すのである｡独乙の大哲学者フィヒテが自我に
依って自然界又は物質界を征服して行く苦悶の生活,これが道徳生活であり人間生活の実
相であると説いた｡同じく独乙現代の哲学者オイツケンが精神生活に依って物質界を征服
しこれを精神化し行く過程が,即ち人間の歴史の根本意義であると説いて居る｡ダーヰン
のやうに自然界に飽くまで順応して行くところに人間の進歩があると見るのも,此等二者
の如く自然界を征服して行く処に人間生活の向上があると見るのも,只立場の相違見様の
相違に過ぎないのであって,要するに自然の精神を探知して之れを利用し,以って人類生
活の内容を豊富にしその幸福を増進して行くところに,吾等が生活の特色があり向上があ
るといふ点に於ては相戻らない｡而して斯かる生活の高い程度に達した状態を指して文明
生活と呼ぶのである｡
挟て自然の精神を探知すると言ひ,自然の理法を究めるという言ふが,此の役目に応ず
るものは宗教あり,神話あり,芸術がある｡併し乍ら是等のものは未だ合理的に自然の心
を理解するものではない｡即ち最も正しさ意味に於て自然解釈の任を負ふて居るものは哲
学及び科学で,即ち一口に学問はそれである｡
吾々は学問なるものの力に依って自然の意志,自然の作用を攻究する｡同時に学問なる
ものの力に依って明らめ得たる自然の理法を実生活の上に応用し便従する｡宗教や芸術や
乃至常識等に依っても或程度迄此の事が出来ないではないが,併しそれは甚だ不確実で部
分的で一時的で,到底万邦に処し万代に徹して,誤らない体の客観普遍の確実性を有って
居ない｡真に客観性と確実性とを具へた自然統一の道,自然利用の道は只学問又は学術に
依ってのみ可能である｡この事の当然の結論として,文明生活とは学問の力に依って人類
幸福増進の為めに,自然力を利用し駆使する生活なりといふ事が出来やう｡即ち知る,文
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明とは之れ学問の賓なることを｡
現代人は瀕りに其の文明を誇って居る｡利欲の他には何等の念ふところもなき者も,日々
の衣食の他には何等の意なきものも,無智蒙昧学問の何たるを知らざる者も,均しく文明
を唱和し講義して居る｡而してその文明とは畢尭これ学問の賜物なるに至っては,往々に
して之れを忘れて居る｡
学問の力は実に偉大である｡昔時の人はその肉眼に依って見得る範囲以上は見る事が出
来なかった｡然るに現代に於てはよく幾十百億万里の遠きを見,或は-毛端に一国を形成
する程の微力生物を見る事が出来る｡之れ学問の力である｡而して此の如き驚くべきレン
ズを砂中の混合物より造り出す｡之れ学問の力である｡昔時の人には世界は全く不可知の
ものであった｡然るに現代は汽車汽船の力を借りて,よく数旬にして之れを一周する事が
出来る｡之れ学問の力である｡而してかの取り止めもなき湯気の力を応用して斯かる汽車
汽船を造り出す｡之れ学問の力である｡その他電信,電話,無線電信,無線電話の如き,
飛行機の如き,潜航艇の如き,或は電気工業,化学工業の如き,凡そ昔人の夢想だも及ぼ
ざりし幾多の驚くべき発明発見,悉くこれ学問の力に他ならない｡現代人から若し学問の
結果を奪ひ去ったならば,かれらの運命は只死あるのみである｡
人々は学問の力を離れては一時も存在出来ない程学問の支配を受けて居るにも係らず,
直接其の事を考へずに只パンを求むる上に,衣服を調整する上に,汽車汽船に来る上に,
売買の契約をする上に,享楽を貴る上に差し当り必要がないといふ事の為に,之れを閉却
Lやうとする｡即ち学問の力は常に間接に働く傾向ある事の為に,之れを閑人の閑事とし
て軽視しやうとする｡のみならず俗人は凡て皮相の観察のみを事とする為めに真に学問の
効果を理解して居ない｡彼等は無意味に捨てる金があっても,決して理化学研究所や医学
研究所の為めにそれを用ゐやうなどとは夢想だにしない｡正直此等の者が,何れ程一国文
明の上に生活向上の上に有効なものであるかを,会得して居ないからである｡
此の度の戦争に於て独乙が現はした優秀な力は,決してその脆力ではない｡大学の講堂や
理化学の実験室から来た力である｡腕力が強くて金があったからとて,決して国力が強盛
になるものではない｡
こころみ
試に恩へ,立に肺病患者のやうに顔面蒼白の-学究あるとする｡而して彼れは日夜実験
室に花々としてクルップ砲なり,潜航艇なりの発明の為めに余念ないとする｡而して首尾
よく其等の発明を完成したとする｡その場合此の-学究と鬼の如き将軍なり提督なりと,
執れが戦闘力ありとするか,これ一つの問題である｡又立に痩せ衰へた-哲学者ありとす
る.そして大学の講堂でフィヒテの如く勇ましき愛国的精神を鼓吹して,一般国民の精神
を至大の感化を与へたとする｡その場合此の哲学者と数個師団の兵力と,何れが愛国の目
的を連する上により有効であるか,これ一つの問題である｡又立に-工学者あり,白面近
眼何等威風なしとする｡而して彼れは書斎裡に々として化学工業上の新発見に関する論文
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を草しっっありとする｡その場合､此の-読書子の活動と手腕ある-実業家の活動と,結
局何れが多く生産的活動を営んで居るか,これ又大に問題である｡俗人は只その実行の形
を見形式上の結果のみを見て,彼等学者等の為すところを迂なりと考へるであらう｡併し
乍ら実行者は甚だ得易いが独創的研究家,偉大なる説法家の方が遥かに得難い｡のみなら
ず彼等の事業の方が遥かに普遍的永遠的で,その人生に及ぼす影響は殆んど量り知る事が
出来ない｡
ここである｡実は此の力である｡俗人が真に理解し会得して,研究的活動の偉大さを仰
ぎ見なければならぬのはこの力である｡その形の貧弱さとその効果の直接でないとの為め
に,学術を蔑視し学徒を軽視するは俗人皮相の識見である｡光栄ある現代文明は実に只其
等の賜物ではないか｡而して俗人の富とその富を有効に活躍せしめ得る事とは,姫て又文
明其の物の賜物ではないか｡
第5章 西洋文明の特色
中世期の暗黒時代/十字軍の影響/文芸復興運動/経験派と唯理派/自然科学の勃興/
新学説,新発見,新発明/機械力応用と能率増進/諸学の発達と実生活改造/富の創造
力は思想なり/西洋文明の特色は学俗一致
学問知識の立場から見た欧州の中世期は,確かに暗黒時代であった｡形式化された基督
教が絶対の権威を揮って,人間の思想を圧迫し自由を被奪した｡そして一切の学問と知識
とは,基督教の従順なる奴隷となり野間となって,唯そを弁護し擁護する事を至上の任務
とした｡真理探究の機関たるべきアリスト-トルの形式論理学は,ここでは基督教義を牽
強付会する道具にされて了った｡所謂スコラ哲学は基督教義を解釈する為めの御用哲学に
過ぎなかった｡併しこんな不自然な状態は決して永続きすべき筈はない｡躯て大反動が来
なければならなかった｡そして遂にそれは来た｡
七回に亘る十字軍の戦争は形の上に於てその目的を達し得なかったが,然し異邦の文明,
東方の学者等との接能の仲介となって,中世期の暗黒なる舞台面に自由討究の微光を授け
た｡即ち当時学問の測叢たりし亜刺比亜乃至希腺との交通の途開され,希臓語は新たに研
究され,斯くて大にその智能を啓発せらるると同時に,自由討究,自由思索の志向が強調
さるるに至った｡而して間もなく土耳其民族によって為されたコンスタンチノープルの陥
落は,幾多学芸の士を伊太利に走らせ,それが機運となって伊太利を中心に所謂文芸復興
運動が起るに至った｡ し
文芸復興運動は,その形に於てこそ古学復興を示して居るが,その精神に於ては自由観
秦,自由討究,自由思索に依って,自然界及び人間界の実相真義を究めやうとする溌刺た
る要求である｡シモンズが ｢文芸復興の歴史は欧州民心に於ける自覚的自由の到達の歴史
である｣と言ったやうに,それは永く閉されて居た欧州民心の真自覚の発現である｡即ち
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その特色は飽迄人間力を信じ,人間力を依頼せんとする独立自由の精神,一切の物象を学
理的に推し究めんとする旺盛なる研究的精神である｡而して此等の精神から自然に生れ来
たったものが,欧州の所謂近代文明である｡
文芸復興運動をその旗章として起って来た宮勃たる研究的精神は,大様二種の傾向を取っ
て流れ進んだ｡-は経済派の流れ,他は唯理派の流れである｡何れも過去の因習を鞄棄し,
自由の精神を以て合理的に真理を討究せんとする志向に変わりはないが,只前者は感覚的
経験を以て真智の経験となし,後者は理性的思惟を以て真智の根源となす丈である｡即ち
立場の相違である｡然し何れにしても,その研究の方法は一切の独断,空想,憶測を排し
て,最も合理的な最も組織的なメトー デに依頼した｡此れ即ち科学的研究法又は科学的研
究の態度と称さるものである｡而して此れこそ実に欧州文明の基礎となり,中核となって
居るところのものである｡
唯理派,経験派,共に科学的ではあるが,併し所謂自然科学なるものは本来の性質とし
て,最も実験実証を尚ぶものである丈けに,それは寧ろ経験派の流れに添って発達した｡
そして一口に学問と呼ぶ中でも,此の自然科学 (或は実験科学)が最も深く,広く,強く,
欧州文明を支配するに至った｡
自然科学の発達につれて驚くべく多くの発見発明が為され,驚くべく広大な機智の世界
が開拓された｡その中最も早く頭を拾げたものは天文学地理学等であって,是等は文芸復
興期に於て巳に驚くべき大変革をやった｡コロンブスの亜米利加発見,ヴァスコダガマの
喜望峰回航,マゲルランの太平洋横断等によりて,世界地理の観念は大いに開明せられ,
コペルニクスの地動説及軌道正円説,ケプラーの軌道楕円説,ガリレオの新遊星発見,ブ
ルノーの地球非中心説等によりて,天界又は宇宙に関わる旧来の観念は根本的に改造せら
れ,先づ吾人の世界観が新にされた｡之れに次いでニュートンの引力説は,天界に関する
知識を一層確実にすると同時に,自然界解釈の一大鍵輪を与へた｡此頃よりして学界は漸
く非常の活気を帯び来り,フランクリンの電気発見,ワットの蒸気力応用,ミシントン,
ファルトン等の汽船発明, トリー ヴヰックやスチーブンソン等の汽車発明,ブラック,ラ
ボアジェー等の化学発見,ジェンナ-の種痘法発明,クック,ホィ-トストン等の電信考
莱,グラ-ム,ベルの電話開始といふ有様で,続々として科学の力が形の上に現ほれて来
た｡勿論此れ等応用的方面が盛んになる根本には,純正なる科学研究が着々として歩を進 こ
めて居った事は事実で,凡そ天地間一切の事は,その精神的たると物質的たるとを問はず,
-として科学の対象たらざるものはなく科学的処置を蒙らざるものはないといふ有様になっ
た｡
斯くの如き科学的研究の進歩発達が実生活の上に及ぼした影響は,固より量り知るべか
らざるもので,中でも先づ最も眼につくのは機械の発明である｡機械の発明に依って人間
は可能力の範囲を著しく拡大し,今迄の人類には到底不可能と考へられ,或は夢想だにし
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得なかった多くの事が出来るむやうになった｡人間の視力は,元来動物のそれにも劣るの
であるが,望遠鏡とか顕微鏡とかいふものの発明に依って,その能力を幾千倍幾万倍する
事が出来るやうになった｡吾々の足を用ゐての歩行力は,終日にして猶十里内外を出でな
いのであるが,汽車とか自動車とか電車とかいふ機械の力を借る事に依って,それを幾倍
幾十倍する事が出来るやうになった｡又人間各自の生産力は至って貧弱なもので,僅かに
数人の需要を充たし得るに過ぎないのであるが,機械の力を用ゐれば之れを何十倍何百倍
することが出来る｡童に量の上に於て機械力が偉大である許りでなく,又その質に於て,
人間の力を幾千倍するも到底不可能な事が,機械力に依って可能となる場合が少くない｡
仮例へば空中飛行,水底潜航の如きは即ちこれである｡
かくて機械の発明が人間の能率を著るしく増大すると同時に,其れが自然の結果として
産業又は富の生産力が以上の発達を遂げた｡機械は人力の幾百倍何千倍の仕事をしても而
も疲労を感ずる事もなければ不平を訴へる事もない｡かかる大組織の生産の為めには,義
気又は電気の如き動力の発見が,甚大の関係を有して居ること勿論である｡其の他理化学
の発達は,一方に事物の性質を一変する魔術的改造力を生み出して来た｡その侭では人間
の為めに何の用もなさないとか,或は廃物等に化学的加工力を加へる事に依って,それは
忽ち本来の性質を一変して貴重なる必要品となる｡仮例ばセルロイド製造工業,繊維工業
等に於けるが如し｡
又医学方面等に於ても,或は解剖学の研究に基き,或は生理学の進歩に依り,或は細菌
学の発達に順C,外科医的にも内科医的にも大なる発達を遂げ,血清療法であるとかⅩ線
療法であるとか,化学的療法であるとか種種雑多の新奇なる医療法が発見され,自然の迫
害からして人類の生活を安全に伴証するに至った｡
是等の外,農業を対象として何れ丈けの特殊科学が起り,商業を対象として何れ丈けの
特殊科学が生C,工業を対象として何れ丈けの特殊科学が起ったか｡又或は政治を或は敬
育を,或は社会を対象として何れ丈け多数の特殊科学を生み出したか｡兎に角今日に於て
は如何なるものと難も,科学的研究の対象となって居ないもの′は無いと言っても可い｡そ
してそれ等無数の科学的分析は大抵皆応用科学に属するもので,其の目的とするところは
人類の実生活改造,実生活豊富にある｡結局人類の幸福増進にある｡
而して斯の如き科学的精神は,今や人類活動の一切を支配し統御し整理し増進し改良し
つつ,人類の自然克服の大進行曲となって人間精神力の偉大さを高調しつつある｡俗人は
生産力を以て栄に資本や労力だと思って居るが,実は人間の思想力である｡思想の産物た
る学術の力である.この故にエフィシェンシー (能率増進法)に於ける一方の権威者たる
エマーソンは､｢近世の富を作り又作りつつあるものは,労働でも資本でも土地でもなく,
アイデア
それは思想である｣と喝破したのである｡
以上に依って知らるる如く,欧州文明の特色はその飽迄理智的,方法的,組織的,科学
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的なところにある｡彼等欧州人は常に二点間の最短距離即ち直線を通りながら,而かも最
も有効な方法は何かと考へて居る｡或意味に於て彼等は甚だ骨惜みの民族で,而かも極め
て欲の深い民族である｡如何にせば最も少い労力,最も少い費用最も少い時間で,最も多
くの価値を作り出す事が出来るかといふことを考えて居る｡そしてそれを教へるものは科
学又は科学的工夫の外はない｡彼等は甚だ経験を重んじるが,併しより多く智識を重んじ
る｡故に彼等は経験を単に経験のままに放任して置かないで,常に其の経験を科学的に考
究し,整理しやうと努めて居る｡凡ての経験を飽迄科学的に研究し合理的に整理しやうと
する努力の結果として万事が進歩的であり向上的である｡従って又常に能率を増進し富を
増進して居る｡之れ高遠なる学理が日常茶飯事の上にまで自在に応用せられっっあるの証
で,予の所謂学俗接近が実現せられて居るのである｡而して西洋文明の特色は,実に立に
あると言はねばならぬ｡
第6章 希膿人と独乙人
学問,思想は実生活に役立つものたるを要す/吾々の理想は霊肉一致/古代希膿人の特
性/現世的,調和的/ホーマーの詩/希膿人と体育/希膿神話/希膿の哲人や政治家/
希膿人は霊肉合致,学俗一致の民族/独乙人の特性/合理的,組織的/ヘーゲルの語/
独乙人にありては一切が理想の顕現/フレデリックの態度/独乙では学問が生きて居る
個人の上から言っても,国家の上から言っても,学問乃至思想といふものが,只単にそ
れ自身の領域丈けに掘跨し,或は篭居して何等実際的方面との交渉を欠いて居るならば,
それは本来の志向に背くものと言はなければならない｡それ等の姿が何んなに絢欄たるも
のであっても,それは天上の星輝と同じく吾々自身のものではない｡吾々自身のものであ
り,吾々の為めにあるならば,それは吾々の生活に対して直接又は間接に,何等か役立っ
ものでなければならない｡それ等のものは吾々の生活に対して役立っところが多ければ多
い程,有意義となり生きた力となり,同時に吾々の生活其の物は益々有効な,潤沢な,光
輝あるものとなる｡一言にして尽せば,所謂学俗接近し或は一致してこそ,始めて学はそ
の光を増し俗はその効力を増すのである｡
然るに古来学即ち精神的活動と,俗即ち物質的活動と- 換言すれば霊と肉との二者程､
元来一致し或は結合すべくして兎角疎遠し,帝離し来ったものはない｡これが為めに人生 二
には多くの損失があり,多くの悲劇がある｡二者の葛藤,抗争,背馳,分裂- それに伴
ふ矛盾と混乱の為に,吾々は何んなに多くの損失を招いたり苦悶の種子を蒔いたりして居
るか分らない｡尤もこの矛盾と,この混乱とがあって,始めて人生に努力があり進歩があ
り,涙があるのだから,一概にこれを否定し去る事は出来ないが,併し吾人の理想は,飽
迄二者即ち学俗- もっと哲学的に言へば,霊肉の一致,調和にあらねばならぬ｡
挟て斯くいふ理想的立場から見て,世界の民族中比較的吾人の意を得て居るものは,古
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代希魔人と,独逸人とのやうに思はれる｡今少しく之れについて述べて見やう｡
古代希臓人の根本的特性は,現世的といふことと,調和的といふことであった｡現世的
といふ事は膿て物質的,功利的,実行的,倫理的に傾き,又自然浅薄な,卑俗に堕し易い
ものであるが,彼等希膿人は不思議にこのまま陥らなかった｡彼等は物質の讃美者であり,
肉の讃美者であると同時に,又霊の讃美者であり高遠なる理想の讃美者であった｡彼等は
感覚的であると同時に理性的であり,理性的であると同時に実行的であり,実行的である
と同時に芸術的であった｡彼等に於ては,理想と現実とは常に適当の釣合を保って居た｡
形式と内容とは常に相即して居た｡彼等の思想彼等の人生観は,科学的で哲学的で芸術的
で,而かも実行的であった｡彼等は理智と直覚と智性と感情との融和を保って居た｡聡明
なる洞察力と,強盛なる実行力とを兼ね備へて居た｡高尚にして溌刺たる精神と,優美に
して壮健なる肉体とを併有して居た｡彼等の足は確かに地を踏まえて居ると同時に,その
眼は遥かに天上を仰いで居た｡凡ての調和を保ち,凡ての平衡を保って居た｡学俗一致は
素より当然の結果であった｡
希臓人が先づ最初に読まさるる教科書は,偉大なるホーマーの詩であった｡ホーマーの
詩は,基督教民族に於けるバイブルの如く,儒教国民に於ける論語の如く,彼等希腺民族
の教養の基礎であった｡斯く最初芸術的に始められた彼等の教育は,躯て知育と体育と,
音楽教育とに依って完成された｡特に現世的な彼等は,自然,また肉体の練磨即ち体育を
重んじた｡彼等位ゐ,釣合の取れた立派な肉体を讃美した国民,は殆んど他に例がない｡
有名なるオリンピアの競技場に於て,優勝を占めた者は月桂冠を戴き紫衣を纏ひ,四頑曳
引の馬車に乗りて郷人護衛の下に帰郷し,そこで大凱旋式が挙行され,躯て名工によりて
其の肖像が調刻せられ永久後世に保存せられたといふ事実- 他邦に於ては一国を安危の
場合より救ひ出した大将軍などに対してのみ見らるべき,斯の如き優待の事実から観察し
ても,彼等希魔人が如何に体育を重んじたかといふ事が推想せられる｡希臓の彫像が,殆
んど皆活力に充ちた威風堂々たる男性の肉体をモデルとして居るのも,亦宜なりと言はね
ばならぬ｡而して此の現世的な肉体の歎美者は,同時に又科学,哲学,芸術等総有る文化
の創造者であった｡
彼等の神話は,最もやく霊肉一致 (学俗一致又は学俗接近といふ事を推し詰めて行けば,
霊肉一致の理想に到達する)の理想を体現して居る｡希腺人の神は基督教の神や印度の神
のやうに,超越的でもなければ抽象的でもない｡血もあり肉もあり,愛欲憎悪嫉妬復讐の
情もある｡最も人間的な神である｡超絶的な神通力と同時に,総有る人間的弱点を具へた
神である｡神であり乍ら或は恋し,或は失恋し,或は怒り或は悲しむといふ有様である｡
軍神マース (希臓名アレス)が当って軍将として出陣し,敵に撃破せられて傷を負ひ,苦
痛に堪えず号巽して遁走したことが,ホーマーの詩にある｡此れなどは神として柳かの滑
稽に類して居るが､然し如何にも人間的で,頗る自然ではないか｡
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希腺最大の聖人たるソクラテスは,世界の如何なる聖人よりも学究的で道学的で,そし
て俗人的乃至平民的であった｡彼れは普通の市民としての生活を続け乍ら,思索し研究し,
又戦争にも出れば政治の事にも携った｡彼の論ずるところは高遠な事にまで及んだ｡彼は
実社会の制度を過重するが為めに不法なる問罪に服して,後客死に就いた｡要するに彼は
学者であると同時に俗人であった｡
タ-レスの如き,ソロンの如き,執れも哲学者であると同時に又議政壇上の人であった｡
殊に後者の如きは執政官としてドラコ-法典を改革し,或は門閥政治を斥け或は人身抵当
の悪習を禁ずる等,得難さ善政家であった｡その他フイジストラタスでも,ヒッピアスで
ち,クリステネスでもペリクレスでも皆一代の賢者であり,智者であり,同時に政治家で
あり事務家であった｡所謂哲人政治或は賢人政治は,希腺に於て最もよくその実例を示し
て居る｡
各々その傾向を異にするにも係らず,希魔人の思想を,哲学的に最もよく代表するもの
は,プラトー 及びアリスト-トルの二哲人であらう｡プラトー の思想は,兎もすれば余り
に高遠な余りに理想的な,そして又希魔人の実生活と,何等の関係もないやうに取られ易
いが,それは大きな間違ひである｡ 恐らく彼の思想程,生粋の希臓思想を体現して居るも
のはあるまい｡彼はソクラテスやアリスト-トルと同じく主智主義者であって,智諭に対
する愛を説き,理想に対する恋を説いた人であるが,併し彼は知識の為めに知識を弄び,
学問の為に学問を道楽した人ではない｡仮例ば彼がその主智主義に基く哲人政治論の如き
ち,単に学説として説いた丈けではなく,実際にそれを実現して見やうとの熱烈な希望を
持って居た｡それが為めに故国を追ほれて所々に流浪し,非常な辛酸を嘗めるやうな事に
さへなった.彼は又その教育説に於て頗る体育を重んC,音楽,数学等を重んじて居る｡
アリスト-トルに至れば,更に蓮に実際的傾向を帯びて居る｡彼は実に万学の祖で,哲
学の総有る部門,科学の総有る分科一つとして究めざるはなかった｡彼に取っては眼前に
横はる一切の物象,周囲に起伏する一切の事実,皆悉く研究の題目であり対象であった｡
彼は凡ての事象の理を究め,凡ての物象を合理化Lやうとした｡さうする事に依って人間
の生活を整理し按配し,純化し善化しやうとした｡勿論彼に於て,凡ての研究は,常に実
際といふ事を忘れなかったところに,その特色がある｡
元来希臓文明の特相は,印度のそれやヘブライのそれの如く,霊的,超絶的,非現世的,
非実際的でなかったところにあるので,此の意味で彼等は皆哲学者であり,科学者であり,
芸術家であると同時に,善良なる市民であり,能才ある政治家であり,勇敢なる軍人であ
り,機略ある商売人であったのだ.一言すれば霊肉一致の国民,学俗一致の民族であった
のである｡
併し乍ら,彼等に於ては専ら此の傾向が,個人個人の上に現ほれて居て国家生活,又は
社会生活の上に強く見ることが出来ない｡此の傾向が個々人の上よりも寧ろ著しく国家社
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会の上に見られるは,近世の独逸人であらう｡
希腺人の特色が調和的といふ点にあったとすれば,独逸人の特色は系統的,組織的,育
機的といふ点にあらう｡そしてその根底は合理主義である｡
独逸人は凡てのものを己れ自体の上丈けで説明するも満足しない｡何んなものでもそれ
を有機的全体の一点,一部分として,全体の目的又は根本原理の上から,その意義を考案
し討究する｡そしてそれを全体との或る特定の関係に於て説明する｡之れ即ち組織的,系
統的の見方であって,膿て合理的解釈である｡同時に彼等は理想又は理趣を内在的に認め
る｡ 凡ての個々物を根本理想又は根本原理に於て見ると同時に,それ等の根本思想又は根
本原理を個々物の中に認める｡彼等の眼には,個々物は単に個々物として映じて来ない｡
個々物を通して,全体を貫通する根本の意義を透観し,その根本の意義に即して個々物に
存在理由を与へる｡理趣を含めて居ないものは存在しない｡存在なるものは凡て理趣を包
含して居る｡--ゲルが ｢凡て存在するものは皆合理的である｣と言ったのは,此の思想
を代言したものである｡
故に彼等独逸にあっては,卑近なる日常生活の問題と難も,之れを根本原理,又は根本
理想からその意義を考へて来なければ,満足出来ないと言った風がある｡だから彼等に於
ては根本理想は根本理想,実際生活は実際生活と言ったやうに,その間に区劃を設けない｡
政治でも戦争でも商売でも,皆高遠な理想の現れとして,高遠な理想の体現,又は具体化
として考へて居る｡独逸官僚主義の元祖と見るべき,フレデリック大王は人民に服従を求
めるに当って,自分の意志が服従を要求するからとは言はなかった｡ルイ十四世のやうに
朕は国家なりとも言はなかった｡｢事物の道理がそれを要求するが故に｣と言った｡又彼
は ｢朕は国家の奴僕なり｣と言った｡自分の意志で国王の位置に座し,国王の事を行って
居るのではなく,全組織体の理趣が自分を国王たらしめ,国王の仕事を行はしめるのだと
考へた彼の言としては､尤もな事である｡王となって国を統ぶるも,臣となって王の支配
を受くるも,凡ては根本理想の仕事であり根本理想の現はれである｡斯ういふ考へ方が､
-独逸人の思想的特色である｡ ｣
独逸人は先づ事物を科学的に飽迄研究し,さて科学の説明丈けで尽せないところは,哲
学まで持って行くといふ有様である｡一切の部分をその全体との関係に於て見る- これ
が彼等の認識方法で,又説明方法である｡だからどんな俗事でもどんな卑事でも,彼等に
とってはカント哲学を持ち出したり,ヘーゲル哲学を持ち出したりする程の価値がある｡
この意味で独逸人は皆科学者であり,哲学者であると言っても,決して虚妄の言ではない｡
フレデリック大王がカント哲学に私淑したとか,その後商が,或は--ゲルを或はフィヒ
テを,或はシュラエルマッヘルを尊崇したとか,プロイセンの大政治家達が,皆彼等の講
義を謹聴したとかいふやうな事も,学俗の間に同一の脈管が通じて居た結果である｡今時
の戦争を以って,その根源を或はカント哲学に,或はニイチェの学説に,或はトライチケ
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の思想に結びっけやうとする人がある｡或は独逸の科学の発達は,或はその結果たる産業
の発達,富の膨張,軍備の精鋭等に帰する人もある｡その原因は何処にあるにしても,兎
も角彼等が世界を相手にして,あれ丈けの強味を見せて居るのは,是等の哲学,科学及び
その結果に負ふ事は,疑ふことの出来ない事実である｡独逸の思想の善悪は別問題として,
兎に角彼の国の優強は,彼の国の思想,学術の優強である｡詳しく言へば,彼の国の思想
学術が実際生活又は国家生活の上に,遺憾なく利用せられ吸引せられて居る程,それ程そ
の思想学術の生々溌刺たる活力となり,動力となって居る結果である｡ 彼の国に於ては,
学問は真実に生きて居るのである｡学問が本当に生きるやうに使ほれて居るのである｡学
問の間に密接なる関係が成立って居て,我が国に於けるやうに溝渠が穿たれてないのであ
る｡別言すれば,学者は俗人の心を忘れず俗人は又学者の心を忘れず,学問は実際生活に
即し,実際生活は学問の指導に服して居るのである｡学俗間に於ける相即不離の此の関係クルツール
が,実に独逸の文化をして世界に重きを為さしめた所以である｡
第7章 我が国の現状
学俗接近は欧米一般の事実/日本は如何/印度と支那/印度思想の欠陥/支那思想の欠
陥/日本民族の本性及印度,支那思想の影響/日本国民と西洋の学術/日本に於ける学
俗離隔の事情/日本の産業と西洋のそれ/日常生活に於ける西洋人と日本人/予が学俗
接近を提唱する所以
前章に於て,学俗一致又は学俗接近の好適例として,古代希臓人及び現代独逸人を挙げ
たが,併しこれは重り彼等のみに限った事ではなく,欧米人は凡て此の点に於て充分の訓
練を経て居るのである｡英国でも仏国でも伊太利でも米国でも,凡て一様に,近代学術の
総巣をその実生活の上に遺憾なく利用し,体現する事に努めて居る｡その結果は諸種の発
明発見となり,或は産業の発達となり或は富の増進となり,或は国力の膨張となって居る｡
而して,要するにこれ古代希腺に発酵した凡ての文化,凡ての思想が彼等の上に広がって,
何千年来順調な発達を遂げた自然の結果である｡即ち,彼等白人は古くから今日にあるべ
き萌芽を自分等の中に有って居たのである｡
挟て然らば吾々日本人は何かといふに,残念ながら何等独創の学術を所有して居ない｡
吾々が過去に於て所有した学術乃至思想の大部分は,印度及び支那からの移入物である｡
故に今吾々日本人の学術の歴史を辿って,その性質を知らうとすれば,勢ひ支那及び印度
にまで潮らねばならない｡
世界の歴史に於て,文化らしさ文化の源泉となったものは西洋では希腺,東洋では印度
及び支那である｡それ程印度及び支那の文明は,古く且つ重大な地位を占めるものである｡
が,これを希臓乃至西洋の文明に比較すると,非常に異なった趣を示して居る｡
先づ印度から言って見るに,その思想は超越的,非現世的,主観的,隈想的である.そ
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して彼等の認識の方法は直覚的である｡西洋思想のやうに現実的,現世的,客観的,実験
的,解剖的でない｡彼等の研究も亦時に方法的であった,組織的ではあった｡併し乍らそ
の方法的といふ事組織的といふ事は,只論証的,思弁的といふ意味,即ち論理的といふ意
味で,客観的,実証的でない｡帰納分析的でない｡印度にも,物理学もあれば天文学もあ
り,医学もあれば生理学もあり,心理学もある｡併しそれ等の何れを取って見ても,大体
観察と想像とから成って居て実験,実証的の根拠を持って居ない｡一言にして言へば科学
的でない｡厳密な意味に於ける科学なるものが彼等には欠けて居た｡否科学的精神は,彼
等には分らなかった｡之れが印度文明の一大欠陥である｡
即ち彼等に於ては,実際的要求の為めに支配さるるところが多く,それがために,自由
なる学術的精神がその発達を阻害された傾きがある｡だから彼等の学術は,丁度西洋中世
期のそれのやうに,全然実際的要求,又は実生活の奴隷であった｡だから勿論学俗一致し
て居ったには相違ないが,西洋のそれから見れば学俗一致ではなくて,俗 (ここでは実生
活要求を指す)が学を全く手段にし,奴隷にして居った,と言はなければならない｡故に
学問は学問それ自身の目的に向って忠実なる発達を遂げないで,ただただ安心､立命の道具
となって了った｡こういふ国では,学俗接近又は一致は問題にならない｡何となれば,初
めから学は俗の手段とし道具とし,方便としてのみ起って来て居るのだから｡
然らば支那は何うか｡これは印度のやうに超越的でもなければ喋想的でもなく,弁証法
的でもない｡又非現世的,主観的,直覚的でもない｡要するに常識的の一語に尽きる｡常
識的といふ言葉の中には,実際的で而も非科学的といふ意味が,巳に篭って居る｡彼等に
は,物それ自身の真相を飽くまで窮めやうとする研究的精神がない｡知的興味が乏しい｡
治国平天下の道,謂はば修身学さへ解って居れば可い｡それ以外の事は彼等の常識眼から
見れば,知的遊戯である｡単なる道楽乃至物好きである｡
斯ういふ思想の民族に,深遠なる哲学や偉大なる科学などの発達しやう筈がない｡他の
点は別として学問といふ点からは,余り望みのない民族である｡だから彼等の中にも,多
少哲学的思想もあり,科学的思想もあるが,哲学其の物,科学その物は殆んどない｡彼等
には方法的研究がないし,況して実験的,実証的研究などは勿論ない｡厳正な意味から言
ギッセンシ十フト
へば,彼等が学問と呼んで居るものは,決して学ではない｡
従って彼等に於ても,学俗一致があると言へば,それは余りにあり過ぎる｡が併し,実
は俗主学校で,学の学としての独立的権威と光輝とを保ちっっ,俗と融合一致して居るの
ではない｡だからここでも,厳密な意味では学俗一致又は接近が,初めから問題にならな
い｡
要するに印度にしても支那にしても,実行的方面乃至安心立命の教は頗る発達して居る
が- そして此の方面で､西洋に見られない特色は持って居るが,真の学問といふものか
ら言へば,多くを西洋に依らざるを得ない｡而して永らく此等を先生と仰いだ吾々日本国
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民が,この点で同じ短所を持って居るのは,理の当然である｡
日本民族も亦本来の性質から言って,現世的,実際的,常識的の国民であり,直覚的或
は感覚的の国民である｡少なくとも理知的の国民でもなければ,隈想的の国民でもない.
それが印度思想と支那思想とを通して,多少院想的思索及び理論的頭脳を与えられたと難
へ,与えられたものが本来非科学的なものであったのだから,到底真の学術的精神を蓮醸
し,或は獲得する事は出来なかった｡そして光栄ある二千五百年の間,非科学的な常識的
な生活を送って来た｡斯くて日本人が初めて学問らしい学問を知るに至ったのは,維新後
僅かに四五十年のことである｡
ところが愈々西洋の学問をして見ると,従来学問と呼び来ったものとは,大分お門が違っ
て居る｡恐ろしく七面倒な,轍密な,混み入ったものである｡普通人には何の事か分らぬ
程,小六ケ敷い理屈を並べるものである｡論語や孟子の理屈,禅宗坊主や真宗坊主の理屈
なら,聞き馴れても居るし一通り見当がつきさうな人達も,西洋の学問になると,何らも
専門家でなければ,話を聞いても分らんやうな所がある｡つまり新輸入の西洋学問は,狗
に吾々に親しみがない｡大変勝手が違って居る｡特別に専門的研究をやる人にしか通じな
い｡その結果は,学問といふものを棚の上に祭り上げて了って,普通人には用のないもの,
用があっても到底常人には分らないもの,といふ事になった｡
吾々日本人は,従来の学問即ち東洋学となら立派に学俗一致が出来て居たのだが,西洋
学とは到底それが出来ないことになった｡だから今度は従来の学と俗とが一緒になって,
舶来の学問に対抗し,そこに大きな溝渠が穿たれる事になった｡両者は益々帝離し,阻隔
して了った｡
そこで俗人は言ふ ｢学問は学者の仕事であって吾々は何の関係もない｣と,而して学者
はいふ,｢吾々の仕事は学問の研究である,俗世間と何の関はりあらんや｣と｡斯ういふ
訳けであるから,今まで熱心に学問を修めて居た人間でも,一朝世間に立って実務家,辛
業家などになれば,忽ち俗人気質に還って既修の学問を大いに活用しやうとはせずに,却っ
てそれを放棄して,惜まない傾きがある｡彼等は学問は学窓時代のこと,世に立っ資格を
作るまでの事,と観念して居る｡西洋人は何んな職業の人たるを問はず,少しでも暇があ
れば常に続重する｡そしてその続重に依って得た知識を,不断に実生活の上に利用する｡
日本人には此の用意がないし,又その力がない｡書物は書物である,学問は学問である,
実際は実際である｡そこに何の交渉もなく,何の連関もない｡
それと言ふのが,元来今日の新らしい学問は,日本人自らの内生活から湧き出したもの
でなく,他から移入されたものだからで,それが未だ充分に消化され同化されてないから
である｡謂はば出来合ひの洋服を買ひ込んだのであるから,ひったりと身に着かない｡多
少自分の身体に合ふやうに一二箇所仕立て直して見たが,矢張りうまく行かぬといった形
である｡だから洋服がいくら沢山あったとしても,いざとなると,人前に着て出られない
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やうに,日本人は何程学問をして居たとしても,一朝有事の場合に,一向役に立たない｡
何らも書物に,そんな事まで書いてなかった,といふやうな事になる｡そこで俗人は俗人
で学問といふものの性質を知らず,学問した奴といふものは実際には一向役に立たぬもの
だといふので,益々学者と学問とを侮蔑する｡
斯くて学者と俗人とは,宛も河童と山猿との如く,相互に自分等の世界丈けで威張って
居てお互ひの世界の修行をやって見やうとしない｡之れでは折角の学問も,宝の持ち腐れ
で何にもならない｡
今,二三の方面に就いて,我が国に学俗接近の行なほれてない事例を挙げて見やう｡
先づ農業方面で言って見ると,人口は年々其の数を増し,生活費,生産費は年に増して
行くに係らず,農業其のものは十年一日の如く,否数十年一日の如く,殆んど変りのない
(ママ)
遣り方をして居る｡小供の玩具のやうな耕具を用ゐて,園芸でもやるやうな調子で行ほれ
て居る｡彼等の田園の傍らを汽車が走って居る,その上空には飛行機が翻って居る,電信
や電灯線が網を掛けて居る｡然し彼等自身は依然として,昔ながらの素朴さと単純さとを
以て,終日同じ場所に勤めて居る｡其の鍬も,其の鋤も,其の方法も矢張り昔のままであ
る｡ 偶々農事講習会が開かれても,彼等に取っては慰み半分のお寺の説教を聞きに行く程
の興味も,注意も払ほれない｡そして講師の口からいろいろ有益な事を聞かされても,て
んでそれを自分が実行して見やうなどいふ気にはならないで,初めから到底出来ない相談
を持ちかけて居るものとして,空に聞き流して了ふ｡彼等は今まで自分等がやって来た仕
方の外に,農業の方法はないものと決め込んで居る｡
養蚕業などの方面でも,矢張り同様で,昔ながらの方法を墨守して改良進歩を図らうと
いふ考えが一向ない｡姦とか桑とかいふ,所謂なまものを取扱ふのだから,万事非常な科
学的知識を要する筈であるが,彼等は徹頭徹尾只従来の仕来りを信頼し,蚕業技師の講釈
などは全て馬の耳に念仏である｡
若し之れを極端に評するならば,彼等は飽まで自然力の億倖に運命を托して居る自然人
の域を,殆んど脱して居ないものと言っても差支へがない｡
こんな有様であるから,農業上の能率が至って貧弱で,従って従業員の数が多いのに,
生産は甚だ少い｡だから農民の余剰労力を,他の,仮令ば,`工業方面に向けて行くといふ
事も出来ない (尤も工業方面も同様不振であるから,多数人員を収容し得ないが)0
独逸や英国などでは,或は空中窒素から固定窒素の肥料を作り出すとか,(之れは日本
でも近頃始めては居るが)籾にⅩ光線を当て,細胞組織に或る変化を起こさせて､之れを
蒔くと二倍の収穫が得られるといふやうな発明をやるとか,農作物の上に電線を架設し,
之れに高圧電気を通じて大地に放電せしめる事に依って,三割乃至五割の増収を得る方法
を発見するとか,兎に角科学の力を飽く迄利用する工夫に努めながら,絶えず農業の発展
を講じて居る｡此のやうに,或は農具を改良し或は肥料や種子を改善し,或は耕地を整理
-76-
するといふやうにして,学問の力を充分活用して行けば､従事員の数を減らして而も生産
の豊富を斎らし,自然またそう余剰力を他の方面に向けて行くことが出来る｡のみならず,
一般の能率が高まるから,資本家も,儲けながら一方労働者の賃金を高めて行くことが出
来,社会は又,比較的良い品を安価に購ふことが出来て,凡ての方面が調子よく行けるの
である｡
我が国の工業の不振も,矢張り学問の力が実際の上に充分用ゐられない結果で,現に今
度の戦争に基く輸入品杜絶で我が国の一番苦しめられたのは,主として工業製品の上に於
てである｡実際我が国の製造品が,其の数量に於て其の質度に於て,今後世界の市場に相
当の地歩を占めやうといふには,現在の五倍も十倍も発達しなければ駄目である｡日本で
は,台湾の樟樹が尽きて,樟脳が出来なくなると心配して居る間に,独逸などでは松の根
から採脳する事を考へて,将に日本産のものを圧倒するに至って居るではないか｡我が国
人が,藍は天然の藍から取れるものとのみ考へて居る間に,独逸では人造の藍を発明して,
天然藍を駆逐するに至ったではないか｡単に工業に従事して居る人員の数から言っても,
英吉利は全国民の約七割,独逸は約四割五分であるのに,我が国では一割にも及ばぬとい
ふ状態である｡
斯んな事で,只漠然と殖産興業の発達々々と騒いでも,その根本基礎たる学問の発達及
び学俗接近が行ほれなければ,所詮机上の空語である｡
其の他衛生方面でも救済事業でも,或は教育事業でも,更に進んでは日常生活上の問題
でも,凡ての非科学的,非組織的,不経済的,習慣的で,最近の発達せる学術の力が,一
向に利用され活現されてない｡卑近な例を取れば,吾々の生活に直接緊要なる食料問題,
或は栄養問題の如きも少しも科学的に考究されてない｡日本人は,日用の食物に就いて,
どんなものが如何なる栄養分を含んで居るか,どんなものが最も廉価で最も栄養分に富ん
で居るか,或は人間の体質又は体重に対して,何んなものを何の程度に食するのが最も適
当であるかというやうな事を,少しも知って居ないし又知らうともしない｡只高い価ひを
払って,美味なものを多量に取れば,それで健康に適して居ると考へて居る｡
(ママ)
そこへ行くと,西洋では一人前の食量の標準も研究されて居るし,何んなものが栄養分
として何の位の割に必要であるかといふ事も､それは何んな食物が比較的廉価で,且つ適
当であるかといふ事の,精密な表までが出来て居る｡そして一家の主婦は,自家の財力に
応じて経済上,栄養上から,絶えず食品の選択,その配合に注意を払って居る｡又何人の
客には何匙の茶で丁度可いとか,コーヒーに入れる砂糖の分量に何の辺が適当だとか,凡
てそれ等の事を計画的に精細に研究して居る｡一々其の店の品物を試験して,何はどこの
店が良いといふ事を調べる｡凡てが科学的,方法的,経済的に取り扱ほれて居る｡之れ実
に学術的精神が,骨の髄まで徹底して居る結果ではないか｡
日本に於ては,日常生活は全然習慣的に処理されて居る｡そして学問などは,そんな所
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には全く関係のないもの,只何か高尚な理屈を,理屈として説いて居るものと思って居る｡
学問は俗人の手の届かない,遥か高い処に飾りものにされて居る｡学者は又,之れを深く
遺憾とする様子もない｡此の調子を何時までも続けた日には,その実情に於て,永く二三
等国の域を脱する事が出来ない｡深く憂えざるを得ないではないか｡
恐らく今後の世界競争は,今次の戦争に於けるよりも,猶一層知力の競争になり､学力
の競争となる｡之れ丈けは,何としても間違ひのない事実である｡此の大勢を控へて,我
が国民が猶従来の態度を改め得ないとすれば,其の前途は実に寒心の至りではないか｡予
の学俗接近,又は学俗一致の要を力説する所以のもの,豊に偶然ならんやである.
第8章 学俗接近の効果 (上)- 機械的物質的方面-
近世的物質文明も実は知識の産物/無駄を省く生活/能率増進法/ルーズヴエル ト氏の
警告/テーラー氏の科学的経営法/その実例/理想的労働問題解決法/能率増進法は総
有る方面に利用せらる/独逸とビスマーク及モル トケ/普仏戦争に於ける事実/能率増
進法は学俗一致の基礎に立つ
近代文明は,一口に物質文明であると言ほれて居る｡また,機械的文明だとも言ほれて
居る｡併し乍ら,物質にこうした意義と価値とを与へたものは,結局人間の知識である｡
筋力の代りに機械を働かして,一層多くの効果を収めることは,これ亦人間の頭脳の活き
に侯たなければならない｡従って近世の富を作り,また現在作りつつあるものは,労働や
資本や,土地ではなくて,矢張り人間の知力である｡知力は自然の中に隠れて居る多くの
富を発見しやうとする｡コロンブスの亜米利加発見でも,エヂソンの電気応用でもステプ
インソンの機関車発明でも,その他苛もその頭脳を実際の上に活かした人々は,直接或は
間接に近代文明の創造者であり,又近世の富を作る原動力となったのである｡だから彼等
の知的努力の価値は,千人万人の働きよりも遥かに大きく,且つ永続的なのものである｡
して見ると,機械の力が,或は物質的富が近代文明を造ったのではなく,その機械力,
その物質的富を造ったところの知識の力,或は思想の力が,近代文明を造ったのである｡
だから物質文明とか,機械文明とか言っても,畢責それは人間の知識的産物,換言すれば
知識を実際の上に活用した結果であって,即ち学俗一致の産物に過ぎない｡
挟て,学問又は知識は,単に富源の発見,機械力の発明といふ丈けにその効果が限られ
るのではない｡更に進んで,生産の総有る過程に活用さるることに依って,多々益々この
光輝を放つのである.即ち,生産過程の何んな些細な点8とまでもその力が利用さるる事に
依って,生産活動を益々敏活に,経済的に,無駄なしにする｡そして其の結果は,総て能
率の増進といふ事になる｡
亜米利加のやうに,国民が一般に活動的で,商工業が非常に盛んな国では,近来頻りに
やかまし
能率の増進,科学的の経営といふことが,喧擾く言ほれて居る｡能率増進の問題は,米国
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では巳に三十年来の経験と,研究とを重ねて来てゐるが,その研究の熟度は益々昂騰しっ
つあるのである.一口に能率増進法とか,科学的経営法とか言っても,それは大して六ケ
敷い議論ではなく,要するに凡ての生産活動を常に科学的な頑で注意し,観察し,実験し
て,最良の方法を考へて行った結果の集積である｡そして,これは,大仕掛けの農場や工
場にのみ有効なものではなく,日常生活の何んなに卑近な事の上にも応用の出来る,幾多
の原理を包含して居る｡
ルーズヴェルト氏は,嘗て大統領であった頃,国家の富源を保存することは勿論必要で
あるが,それよりも一層重大なことは国民の能率を増進することだ,といふ意味の警告を
一般国民に対して与へたことがある.これは米国民一般の要求を,頗る簡単な,力強い言
葉で言ひ表したものに過ぎない｡米国は頗る富強に富んで居るにも係らず,労力に乏しい
国である｡従って生産能率を増大しなければ,甚だ差し支へる事情の下にある｡だから彼
等の間にこういふ要求が強調せられ,それに従って能率増進の方法が科学的に研究さるる
に至ったのは,･絢に自然の教である｡
米国に於て,刻下能率増進法の最も忠実なる研究者は,テーラー氏である｡テーラー氏サイエンティフイ7ク･マネーヂメント
は科学的経営法の原理として,国民が日々の活動の殆ど総べてが方法的,組織的でない為
めに,即ち科学的に整理按配されてない為めに,如何に莫大なる損失をしてゐるかといふ
こと,能率を充分に増進せしむるは非凡な人物を用ゐることがより多く必要であること,
また最良の経営法は,その基礎として正確なる原則を持ってゐる一個の科学であって,こ
の科学的経営法の原理は,極めて簡単な日常の行為から更に複雑した会社事務や工場の労
作に至るまで,人間社会の一切の活動に適用出来るものであるといふことを力説してゐる.
この所謂テーラー･システムは,各種の事業に応用せられることによって,今日非常な成
功を見るに至ったのである｡
試みにテーラー･システム応用の,極簡単な一例を挙げて見やう｡
氏は,自分の関係して居た或る鉄工場に於て,鉄塊を貨車に積込ますことに就いて,料
学的方法に依ってその能率を高めやうと企てた.其の会社では,一人の労働者が日給-弗
十五仙で,一日平均十二頓半づっの鉄塊を積込んで居た｡然るにテーラー氏は種々研究の
結果,最も勝れた労働者は,一日平均四十七八頓は積込み得なければならない筈だと考へ
た｡そこで氏は､労働者が一日に四十七頓を運搬して少しも不平を言ふ事なく,益々満足 .
して出精するやうに計らふことを思った｡
先づ氏は,労働者をして特に一人一人鉄塊を運搬させて,その中最も理想の頓数を運び
得ると思ほれた四人の労働者を選り抜き,更に四人について一々検査した上で,最も勝れ
た一人を選り抜いた.そして彼に,お前は余計に骨を折らなくとも,一日一弗八十五仙を
得る丈けの力を持ち得るが,何うだ,一つ監督者の言ふなりに動いて見ないかといふやう
なことを言って,さて翌日いよいよ実験に取り掛った｡その方法は,別段六ケ敷いわけで
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はなく,仮令ば ｢持ち上げて歩け｣とか ｢腰を下して休め｣とかいふやうな,監督者の命
令通りに働かせた丈けである｡但しその命令は,疲労の生理的原則に基いた,極めて科学
的な,細心な用意から下されたものである事は勿論である｡ところがその労働者は,一日
に四十七頓半の鉄塊を積込み得て,而もさほど疲労の色が見えなかった｡
同様の方法を以て,凡ての労働者を訓練して居ったところが,何れも皆同一結果に導く
ことが出来た｡そこで仕事の能率は､従来に比して何倍加され,賃金は六割以上増加され
て,それが其の会社の標準になった｡結局,会社も労働者も,非常な得をした訳けである｡
米人ギルブス氏も,亦科学的新方法を煉瓦箱の上に応用した｡その結果一個の煉瓦を積
み重ねるに,従来の丁度三 ･五分の-の労力で済むことになった.而して応用されたその
方法は,次の三種である｡
(-)煉瓦積に従来必要不可欠と思われた動作の幾種類を,氏は研究と実験との結果,
全く不必要なものであったことを発見して,之れを省略した｡
(二)伸縮自在の置台や,煉瓦箱の如き便利な器具を発明して,安い職人の僅かな助力
で,無益な時間と労力とを省略した｡
(三)以前は先づ右手を用ゐ,次いで左手を用ゐて漸く出来た動作を,氏は同時に両手
を用ゐて簡単に出来る方法を教へた｡(例へば左手に煉瓦を取り,右手に鍵を持っ
て漆喰を取る事)
斯くの如く作業を科学的に整理することによって,比較的砂ない労力で比較的多くの仕
事が出来ることになれば,当然労働者の賃金を増し乍ら,而も会社は多くの利益を得るこ
とが出来,一方にはまた生産物を廉価に提供し得ることになるから,為めに一般社会も亦
多くの利益を得る事が出来る訳である｡是れ実に自然的な労働問題解決法ではないか｡
我が国でも為替貯金局で,下村局長時代に,科学的整理法,能率増進法に先鞭をつけた
が,まだ一般に,深い注意を惹くまでには至って居ない｡日本の機械工業が発達せぬのは,
一面労働能率が低いからだと言ほれて居るが,兎に角,もっと凡ての作業の上に学俗の力
が利用されるに至らなければ,資本の貧弱な我が国として,.r到底産業の発達を望む事は,
出来得ないと思ふ｡
以上は主に工場労働の場合を語ったが,能率増進法乃至科学的経営法は,家庭も,学校
ち,教会も,農業も,産業も,慈善事業も,若しくは官庁にも軍隊にも,一切の方面を応
用して,非常に有効なものであることが証明されて居る｡実際,一日に一円以上の金を儲
けるだけの手腕のある男が,不適当な地位に置かれて,不適当な駆使を受ける為めに,一
日五十銭しか取れないといふやうなことは,能くある例である｡-箇月五十円で立派にやっ
て行ける生活が,主婦に整理的,経済的頭脳がない為めに,百円費っても追付けぬといふ
やうな例も亦,世間では屡々見る事実である｡共に之れ,不合理な漫然たる,エネルギー
の放散をやって居るからである｡一人の男の手で,一区域の草原を鋤で開墾すれば五百年
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かかるのを,二頭の馬と鋤を使へば四年間で耕すことが出来る｡更に適当な仕組で,機械
の牽引器と多くの鋤を用ふれば,三十六時間に耕作して了ことが出来るのである｡米国で
は,五十年前に比較して,今では一人の力が二十倍に増加したと言ほれて居る｡而してこ
れも,学俗が実際の上に活用された結果である｡
人類の科学的知識が,空気や,電気や,瓦斯や,水を動力として用ゐるやうになってか
ら,文明は一変した｡現代は二倍も三倍も耕作する農夫を要しない.二人分乃至三人分の
重荷を運ぶ担夫を要しない｡最も組織的に,最も方法的に仕事を運び得るだけの能力,文
明的機関を充分運用し得る程度の能力が,一番に必要なのである.
近世に於ける独逸の急激な発展は,実に目覚しいもので,且つその組織的活動の訓練の
如何に行き届いて居るかは,今度の大戦に於て,皆人の承知したところである｡併し乍ら
これらの馴練は,更にビスマークとモルトケの両雄に負ふところ,甚だ大なるを忘れては
ならない｡二人の指導者は普魯西国王を覇王とする,強大な独逸帝国を建設するの理想を
抱き,各国政治上軍事上の新組織を創造しやうと試みたが,これに就いて最も注意すべき
ことは彼等がその理想実現の手段として,科学的統制法の極意を体得してゐたことである｡
吾等が今日に於て,普仏戦争の当時を回顧する時に,最も感じさせられることは,決して
戦争の花々しかったことではない｡また独逸の勝利が頗る迅速であったことでもない｡時
機に適した,そして極めて正確な組織的方法で,一般の施設が運用されたことである｡独
逸の計画が,仏蘭西のそれに比して遥かに撤密で,確実なものであったことである｡
モルトケ将軍が,或日仮睡してゐると,突然部下の者が入って来て,仏蘭西が愈々我が
国に対して宣戦を布告しました,と告げた｡将軍は一度眼を明けて,ああそうか,仏蘭西
に対する戦略を書いたものは,其処の第三番目の抽出に入ってゐる,といふやうな事を言っ
て,又再び眠りに陥ったといふ話しである｡その結果が,普軍の彼の敏活な,統一的な行
動となって現ほれたことを思ふと,如何に彼が組織的方法的に正確な,案を立て 居ゝたか
が窺はれる｡即ち普軍の能率が,遥かに仏軍のそれに立ち勝って居たのは,要するに普軍
の行動が科学的であった為めである｡
由是観之,科学的能率増進法は,単に産業上だけのものてはなく,広く人間生活の全部
に活用せらるべきもの,即ち学俗一致の基礎を活用せらるべきもの,即ち学俗一致の基礎
に立っものであることが,知られるであらう｡
第9章 学俗接近の効果 (下)- 生理的心理的方面-
(ママ) (ママ)
生理的､心理的方面に於ける学俗接近/教育問題一寺小屋式教育法/寺小屋式教育の弊
/現時の形式教育/個性や特質の没却/人物経済/米国に於ける科学的人物鑑別法/料
学的人物使用法/科学的知識の活用と家庭生活/結語
前章に於ては,主として物質的;機械的方面に於ける学俗接近の効果を説いたのである
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が,本章に於ては,その生理的又は心理的方面に於ける,それに就いて語ろう｡
学問を実際生活の上に応用して,出来るだけ少ない労力で,出来るだけ多くの効果を収
めるといふ事は,単に物質的又は機械的方面に限ったことではなく,生理的又は心理的方
面に於て,尚更さうである｡即ち生理的及び心理的経済も,矢張り学術的研究の結果を応
用する事に依って,始めて充分な効果を収め得るのである｡
先づ教育方面から述べて見やう｡
(ママ)
生理学や心理学や,教育家といふものを知らなかった昔の寺小屋式教育に於ては,児童
の生理的特質も,心理的特質も,一向に分らなかったから,大人の体力や大人の心持で,
(ママ)
児童の体力思想を何度して,到底小供には理解の出来ないやうな事を,無理押し付けに詰
(ママ)
め込もうとした｡仮令ば食物の甘い辛いも,まだよく分らないやうな小供達に向って,
｢大学｣や ｢論語｣の解釈をして聞かせたり,家に帰れば男の子と一緒になって土いぢり
をして居る女の子達をっかまへて,｢女大学｣の講釈をして聞かせたりするやうな,滑稽
を演じた.土台これらの書物に書いてあることは,,指 の経験と能力と位置とから言って,
何の関係があらう.それは,馬の耳に念仏となるは当然で,それが為めに,示談の知識又
は精神は始めから融通の利かない,形式的な,型に俵ったものとなり,彼等自身の特性も
才能も,凡て没却されて了ふ｡
斯ういふ教育を受けた人間に於ては,その詰め込まれたいろいろの観念が,只頭脳の空
間に,雑然として小間物店流に陳列されて居るだけで,それ等は其の人々自身の知識になっ
て居ない6その知識は其の人の物でなくて,単に外部から聞入して来た寄寓者である.従っ
てそれ等の知識 (厳密には知識と言-ないが)は,彼等に取っては彼等自身の思想を拘束
し,妨げる邪魔者であり,障害物である｡斯うして昔は,皆一様の考へ一様の思想しか持
たない,形式人が沢山出来た｡彼等の何れも此れも皆同じやうな事を言ひ,同じ様な考を
持って居る｡各々個人として独立的に意見を持ってない｡極端に評すれば,皆此れ生ける
屍である｡
今日西洋の心理学や生理学や,教育学などが,相当に知,6れて,脂 の年齢に応じ其の
生理的及び心理的発達に応じて,それぞれ適当な教材を選び,適当な教育法を用ゐて居る
にも係らず,猶旧時代の詰め込み式教育の余弊が,充分に除かれずに居る｡我が国今日の
教育もこれを西洋のそれに比較すると,まだまだ詰め込み主義である｡仮令ば知育に於て
ち,知力の訓練発達を主眼とするよりは,知識其の物を与へる事に重きを置いて居る｡だ
から学校を卒業して教科書やノートを離れて了ふと,木から落ちた猿のやうに,戸惑ひを
して了ふ｡知力が充分に練磨されて居れば,機に臨み時に応じて,適当な意見と判断とを
立てて行くが,只知識だけ授けられて居たのは,それを忘れて了へば,全で教育を受けな
かったも同様になる｡結局今までの教育は無駄物になって了ふ｡何の為めに教育したのか,
又何の為めに教育を受けたのか,さっぱり分らなくなって了ふ｡実に不経済極まる話では
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ないか｡而して是れ旧式な,形式教育の余弊である｡
次ぎに我が国教育の大患は,個性即ち個人的特徴を無視して居る事である｡人間の研究,
即ち生理学的研究や心理学的研究が行届いてない為めに,人間は皆同じもののやうに考へ
て居る｡ところが実際は,皆悉く異なった傾向特性を持って居るので,それを各 発々拝し,
伸張するやうにしなければ,所謂角を矯めんとして牛を殺すの類で,人の精神を殺して了
ふ｡絵画彫刻の方面に伸ぶべき人間に,算数の道を無理強いしても駄目である｡実業的に
才幹を発揮すべき人間を専門科学者にLやうとしたり,哲学者にLやうとしても成功する
筈はない｡人には何か特徴がある｡だからこれを適所に向ければ用を為すが,不適応に導
こうとすれば,社会に対して寧ろ有害無用の人間になって了ふ｡
一体教育の根本は,其の人に無いものを他から与へる事ではない｡本来其の人に具はっ
て居る可能性を助長し,指導する事である｡それは野菜造りや庭造りと同じ事で,耕除培
養がその目的で若し幹を引き延ばさうとした,葉を拡げさせやうとして,無理な干渉をす
るならば,植物を枯死させて了ふ外ない｡教育の難有味は,飽まで各自の個性,或は特性
を発達助長せしむる助手たり,耕転者たるところにある｡斯くて凡ての人間が,始めて皆
有用の人物となり,社会的に其の能率を増す事が出来るのである｡
所謂経済といふ事も同様である｡人の得手とするところを充分考究して,適材を適所に
向けるならば,どんな人間でも大抵廃りものはない｡何等かの用をなし得るものである｡
それを只漫然と人間を一様に考へて,彼は学士免状を持って居るからとか,中学しか出て
ないからといふやうな,極く単純な標準から,これ位の事は出来やう,或は此の位しか出
とん
来ないなどと考へて事に当らせると案外だ失敗を招く事がある｡学士の肩書があっても,
不適当な事をやらせれば,三才の童子に劣る事がある｡中学しか出ないものでも適当な事
をやらせれば,殆ど天才的である事もある｡この人間の特質に深い注意を払はないと,双
方で非常な損をし,双方で大きな罪悪を犯す事がある｡
教育上に於ても,或は人間を使用する上に於ても,矢張り人間に関する細密な研究を,
土台にしなければならない｡それを土台として,最も適当に人間を作動し或は制御するこ
とに依って,始めて真の人間経済が行はれ,頗るその能率を増大することが出来るのであ
る｡
そこで米国などの大会社,大工場では,人間を何に使ふかという研究と共に,何んな人 二
間を採用するかといふ事も,非常な注意を払ほれて居る｡即ち最初から無駄な人間は使は
ない方針で,各自の長所を査べると同時に,成る可く使従者の移動を避けるやうに努めて
居る｡その方法として,雇人の才能や資格や,性質等を科学的に厳密に検査して,その上
から,妥当な判断を下すところの,一種の人物鑑定法が盛んに行はれて居る｡それが為め
に,殆どその専門家としてプラクフォードといふ有名な婦人なども居る｡この婦人は,人
類学生理学心理学等,頗る広い科学的知識を土台として,一種の科学的人物鑑法を案出し
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たのである｡その方法は人間の容貌や形状や,言語挙動などを一々精密に調べ,眼口鼻頭
手足などから,その特徴を判断するのであるが,この方面に於ける女史の特異な才能は,
これまでの漫然たる印象的,又は直観的鑑別法に代って,適材を適所に配する上に非常の
成績を挙げて居る｡要するに人間の特徴又は才能は,学校の成績や浅薄な常識や,単なる
直観的印象位ゐで,正確に判断し得るものではない｡是非とも細心なる科学的研究が,土
台とならなければならないのである｡
次ぎに又,人間を使ふにしても,只矢鱈に追ひ使ひさえすれば能率が増大せらるると恩
ふのは,非常な誤解で,- これは機械などの場合にでもさうだが,- その生理的及び
心理的原理に準拠して,最も適当な程度を選ぶと同時に,彼等をして愉快に仕事の出来る
方法を用ゐなければ,能率増進は不可能である｡
生理的方面から言-ば,先づ第-に考へなければならぬ事は,疲労の問題,休息の問題
である｡何といふ風にすれば早く疲労し,何ういふ風にすれば比較的疲労が少ないかとい
ふこと,それから,何の位の時間の問は,何の位の休息を設く方が,一層活動に便利であ
るかといふ事,是等の問題の科学的研究は,米国あたりでは充分に行ほれて居る｡実際,
誰が実験しても分ることだが,人間は只長い時間,のべつ仕事に食ひ付いて居たからとて,
それで仕事の成績が挙がる訳けのものではない｡これは学問勉強の場合でも,肉体的労働
の場合にでも,同じことである｡矢張り生理的の約束,乃至心理的の法則に従って活動し
なければ,骨折り損の草臥れ儲けになる許りである｡
殊に人の人的状態の如何は,疲労の上に至大の関係がある｡極く分り易い例でも,面白
く仕事をするのと,不愉快に仕事をするのとでは,疲労の仕方が遵ふ｡それ許りではなく,
面白く仕事をすれば,手際よく行って余計に仕事が出来る｡従って能率の上に大変な相違
が起こって来る｡ところが此の,人間を面白く愉快に働かすといふことも,二人や三人の
場合なら,お上手を言ったりご機嫌を取ったり,といふことでも間に合うが,何百何千何
万といふ人間に対する場合には,そんなこと丈けでは追｢っ付かない｡是非ともここに,･心
理学的研究に基いた,適当な施設方法に依らなければならない｡即ち適当な工場の設備,
仮令ば植物を植えるとか花壇を設けるとか,空気を新鮮にするとかいふ事も,一種の方法
であらう｡賞与金とか,奨励金とか,其の他救他的の制度を設けるのも,亦一種の方法で
あらう｡兎に角出来るだけ愉快に,そして安心して人を働かすことは,人々の愛着心を深
くし,執心の度を高め,大いなる励みをっける所以で,自然また能率を高むる事である｡
そして是等の事も,充分科学的実験的に考究されなければならない｡而も我が国民は,是
等の問題は只人々の経験や,特殊の才能に挨つ外,他に方法のないものと心得て居る｡そ
れでは何時まで過ぎても,マネーヂメントの上に進歩を見ることが出来ない｡
此の科学的心理的統御法乃至操縦法は,社会生活に於ける人的操縦の上にも,又家庭生
活の上にも応用の出来るものである｡今暫く家庭方面に関して,簡単に例解を試みて見や
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う｡
立に聡明なる一人の主婦があって,彼が若し生理学や心理学上の理法を心得,そしてそ
れ等を自在に応用するの才能ありとすれば,彼は良人の好伴侶たり助力者たり,ぷ炭の良
師友たると同時に,亦一家の好き理財家たることが出来るであらう｡彼は如何にすること
に依って最も安価に,最も簡易に良人の心を慰め,和げ,疲労を回復し,元気と活力とを
増し得るかを会得するであらう｡そして,良人が如何に安らかな愉快な心持で,存分の活
(マ
動を為すに至るかの妙機活法を,理会するであらう｡又彼は如何にすることに依って,小
品等が喜んで母の命令を遵奉し,或は勉学に力めるかの方法を知り,或は如何にして示談
等の衛生と健康とを保ち得るかの,妙案を創出するであらう｡そして其の結果は,良人や
,篠 の能率や活力を増すと同時に,其の心を和平順調ならしめて,自然其の徳性を高める
事も出来るであらう｡
仮令ば食物といふ,極く一部分に就いても,若し生理学や心理学上の法則を活用するな
(ママ)
らば,先づ第-に何が最も安価で営養分に富み,且つ比較的美味であるかといふこと,吹
ぎには,それを如何に配合し,如何に進めることに依って家族の食欲を誘ひ,その精神を
快適ならしむるかといふ事,それらが会得できる｡さうすれば,元来家庭に於ける和平和
楽といふものは,極めて些細些末なことに依って,或は乱し或は得られるものなるが故に,
斯ういふことからでも,何んなに助けられるか知れない｡其の他,室内とか庭の掃除を椅
麓にするとか,花筒に一寸新鮮な草花を挿すとかいふやうな事で,家族の気分を愈々愉快
にする事も出来やう｡そして凡て是等は,生理又は心理上の知識を活応することに依って
得られるのである｡
其の他社会救済の問題,社会衛生上の問題,警察上又は裁判上の問題,凡て皆最近科学
上の知識,殊に社会学とか生理学とか心理学上のそれを活用することに依って,最も確実
な効果を収め得るものであり,又実際さうなければならないものである｡
之れを要するに,学問を只放って置いてはならない｡只放って置いたのでは宝の持ち腐
れである｡此れを活応すればする程,一方には学問の光りを増し,他方には凡ての活動を
経済的に,敏活に組織的に,巧妙に進行せしめ,自然又能率を増大し得るのである｡之れ
が学問の難有味である｡之れが真園の文明生活である.そして立に学俗一致又は学俗接近
の妙諦があり,予が之れを高唱すると旨趣があるのである｡
今次の世界戦は,人類の禍害を斎らすと同時に,世界文明の局面展開,世界文明の急激
なる進歩の機縁となりつつあるは,万人の認むる事実である｡戦後の欧米は一層驚くべき
発達を遂げるであらう｡而して日本はまだ欧州文明に追ひ付けなかった｡今後は更に追ひ
付き難くなる｡此の秋に当って,我が国民が一大覚醒を為すと同時に,真の文明生活を独
自に打開せんとするの勇気と,決心とを振ひ起さぢいならば,吾等は永遠に西洋文明の後
塵を拝して行く外はないであらう｡
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